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号 発行月 発行日 12代西村總左衛門の出来事 京都美術協会発行の雑誌における12代西村の活動 京都美術協会発行の雑誌に掲載された新作の12代西村製品（製） 京都美術協会発行の雑誌および京都帝室博物館発行の展覧会図録に掲載された12代西村
所蔵の所蔵品（作）

京都美術協会発行の雑誌における補足事項

安政2年 1855 1 5月25日、三国幽眠の三男として出生。幼名、篤三郎。

明治5年 1872 18 5月24日　三國直篤（12代西村總左衛門）が西村家に入籍した。

明治6年 1873 19
（日付不明）青山御所造営に際し、染織刺繍に関する内部装飾調整の御下命を賜っ
た。

明治7年 1874 20
（日付不明）吹上御所謁見所の屋内の壁面装飾〈果物の図〉調整の御下命を賜っ
た。

明治8年 1875 21

明治9年 1876 22

明治10年 1877 23
9月23日　大橋重右衛門の次男が西村家に入籍し、總右衛門を名乗った。
（日付不明）12代西村總左衛門が第四十九国立銀行創立にあたり頭取に当選した。

明治11年 1878 24

明治12年 1879 25 11月16日　12代西村總左衛門が大橋弥右衛門の長女シナと結婚した。

明治13年 1880 26

明治14年 1881 27

明治15年 1882 28

明治16年 1883 29

明治17年 1884 30

明治18年 1885 31

明治19年 1886 32

明治20年 1887 33

明治21年 1888 34

明治22年 1889 35

明治23年 1890 36 1 10 5 （日付不明）12代西村總左衛門に黄綬褒章が授与された。

（『京都美術雑誌』創刊）

〇發會／本会の発会式が1月9日に、東山の建仁寺方丈において実施され、幹事に西村總左衛門他らが選出された。（補）
〇寄附金／本会の各役員が同会に寄付し、西村總左衛門は金20円の寄付をした。（補）
〇三月陳列會／絵画茶器陳列会が3月15日に、有楽館において開催された。来場者285名。西村總左衛門は、2件の古画を出品した（古画の総出品数55件）。（作）
〇五月陳列會／染物彫刻物陳列会が5月8日に、有楽館において開催された。来場者250名。西村總左衛門は、5件の新染物、1件の古彫刻、2件の参考品を出品した。三国幽眠は、2件の古彫刻を
出品した（新染物の総出品数24件、参考古彫刻の総出品数108件）。（製）（作）（補）
〇七月陳列會／織物縫物陳列会が7月6日に、河原町二條下ル常磐において開催された。来場者約210名。西村總左衛門は、新織物1件、新縫物（刺繍）2件を出品した。斎藤宇兵衛は、古縫物
（刺繍）1件を出品した。（製）（作）（補）

〇五月陳列會（製）／新染物における西村總左衛門の出品；〈茶色七寳組糸窓掛〉評価：「精巧」、〈壁羽二重地友僲寐臺掛及枕當〉評価：「池邊
群鳥花卉配色佳ナレ𪜈嫻雅ノ趣ニ乏シ」、〈塩瀬地嵐山ノ景屏風一双〉評価：「染方佳ナレ𪜈圖様巧ヲ欠ク」、〈壁羽二重錆茶地ニ雲形纐纈松竹梅
有職模様ノ襠裲〉評価：「配色圖案共ニ優美嫻雅當會出品中ノ上乗」、〈壁羽二重地錆納戸翠簾ト五ツ衣檜扇亂レ模様ノ襠裲〉評価：「染方ノ巧ハ
前者ニ比ヘテ勝ルヲ覺フ圖様配色共ニ豊艶ニメ前者ト全ク異ナレドモ亦上乗タルヲ失セス」
〇七月陳列會（製）／新織物における西村總左衛門の出品；〈擬金華山織見送リ〉2枚　評価：「竪六尺餘橫三尺京都ニ於テ金華山織ノ絶ルヲ思ヒ
徃年京都府廰ヨリ西陣職工ヲ勸誘シテ製造セシメ第二回内國勸業博覽會ヘ出品セシ者ニテ費用ト時間ヲ惜マス苦心經營セシ處ナレハ模様ノ配置經緯
ノ湊合等眞ニ嘆賞スヘシ」。新縫物において出品；〈縫結袱子浪ニ鶴ノ模様〉評価：「頗ル精巧」、〈天鵝絨縫椅子蒲団四君子花ノ丸模様〉評価：
「精緻目ヲ奪フ其刺繡物タルヲ覺ヘス」

〇三月陳列會（作）／参考古物絵画における西村總左衛門の出品：珍襲すべきものとして、円山応
挙筆〈布袋芭蕉南天燭三幅対〉および岸駒筆〈孔雀図〉。
〇五月陳列會（作）／西村總左衛門の出品：珍襲すべきものとして〈綸子地秋草ニ鹿ノ纐纈入模様
ノ襠裲〉。古彫刻物における西村總左衛門の出品：参考となるべきものとして〈羅漢像彫刻ノ座
屛〉〈加賀友禪掛幅（略）〉〈加賀友禅掛幅松ニ鶴〉。三国幽眠の出品：古彫刻において愛すべき
ものとして、〈（略）羅漢彫唐硯〉および〈雪齊作白檀ノ羅漢像〉。
〇七月陳列會（作）／西村總左衛門の出品：参考とすべきものとして〈天鵝絨織帛紗〉。斎藤宇兵
衛の出品：古縫物において愛すべきものとして〈濃色紋綾縫小袖〉。

〇發會（補）／会頭を北垣國道、幹事に紹美榮裕、久保田米僊など、評議員に飯田新七や川島甚兵衛など、常設委員に富岡百鍊（鉄斎）、岸
竹堂、望月玉泉、西村治兵衛などが嘱託を受けた。
〇寄附金（補）／その他の主な寄付者、金100円：北垣國道、金30円：三井高保、金20円：幸野楳嶺、田中利七、三越呉服店、下村庄太郎、
西村治兵衛、西村吉右衛門、川島甚兵衛、飯田新七、紹美榮裕など。
〇五月陳列会（補）／その他の主な出品：飯田新七は〈天鵝絨地友僲〉を出品。
〇七月陳列会（補）／その他の主な出品；飯田新七は〈魚子地織物帶〉評価：「洋織ノ大模様」、新繡物として〈櫻花小禽秋草胡蝶四枚折屏
風一双〉を出品。

明治24年 1891 37

6月23日　12代西村總左衛門が家督を相続した。大橋重右衛門次男・總右衛門が退
隠した。　
（日付不明）12代西村總左衛門が京都商議会議所会員に当選した。

2 2 25

〇総會／昨年（明治24年）4月27日に、有楽館において総会が開催された。規約改正の協議の他、役員の改選が実施され、西村總左衛門は評議員（報酬なし）兼幹事第3部に選定された。（補）
〇圖案會第壹回（題菊花）／図案奨励の為に本会内外を対象に広く図案の懸賞募集を実施。応募は340余枚。1月陳列会（昨年1月25日上京区河原町二条下ル常盤において）にて応募作が陳列さ
れた。1等受賞者には、西村總左衛門製の〈本紫塩地茶地帛紗雪輪形白抜〉および〈本紫塩地茶地本紫無地〉各1枚が授与された。（補）
〇十一月陳列會／11月23日に、織物染物刺繡糸組物陳列会が鴨東有楽館において開催される。来場者285名。西村總左衛門は、新縫物（刺繍）2件を出品した。（製）（補）

〇十一月陳列會（製）／西村總左衛門出品内容と評価；〈刺繡一式應擧筆松樹獮猴ノ図壁幅〉評価：「精美」、〈刺繡高尾嵐山ノ図額二面〉評価：
「織巧」

〇総會（補）／飯田新七は評議員兼幹事第3部、西村治兵衛は評議員兼第3部理事、川島甚兵衛は第3部評議員、岸竹堂は常設委員に任命され
た。
〇圖案會第壹回（題菊花）（補）／1等の賞品はその他、清水六兵衛作〈色替リ六個入盃　一組〉および清風与平製〈陶器煎茶々碗　五個〉。
受賞者は1等：杉田安之助、西田玉華、田中幽峯、駒澤柳外の4名。1等以下の賞品は、2等：飯田新七製〈更紗染木綿一反〉など、3等：西村
治兵衛製〈羽二重ハンカチーフ三枚一枚宛〉など。
〇十一月陳列會（補）／飯田新七は〈友禅染一式〉〈帝国議事堂玉座装飾〉、西村治兵衛は〈繻珍及ビ蘭慶織女帶〉を出品した。
〇圖案會第三回（題紅葉）／受賞者は、1等：山崎茂信、2等：橋本庄二郎、3等：上野淸江。

5

6

1 7 10

（『京都美術協会雑誌』に改題）

〇総會／5月19日午前10時より京都府立尋常師範学校講堂において総会が開催された。総会において出席した会員は約200名。本会名誉総裁の伏見宮貞愛親王陛下が御臨場された。役員選挙が実
施され、西村總左衛門は152点を獲得し、飯田新七（155点）、西村治兵衛（141点）、川島甚兵衛（84点）らとともに評議員（計30名）に選出された。5月25日の役員会において幹事および理
事選出の投票が実施され、西村總左衛門は9点を獲得し、飯田新七（16点）とともに第3部理事（計2名）に選出された。なお、西村總左衛門は幹事においても3点を獲得し次点となった。（補）

〇総會（補）／会頭の北垣国道より協会の規則改正案が提出され可決された。第11条において役員の職務を下記の如く定める。会頭（1
名）：本会の事務を総理し役員会総会の議長となる、副会頭（1名）：会頭の補佐。会頭有事の際は代理となる、評議員（30名）：本会の諸
般の事柄を評議する、幹事（3名）：本会の庶務、集会、会計、編集等を監理する、理事（6名）：陳列会展覧会の頃を分掌する。
〇美術工藝品展覽會受賞者／本年、御苑内の博覧会場において開催された京都市美術工芸品展覧会において、飯田新七が1等賞金牌および2等
賞銀牌、西村治兵衛が3等賞銅牌を獲得した。
〇副會頭ノ饗宴／去月（4月）26日副会頭の三井高朗が会頭の北垣國道および幹事評議員、ならびに文人画家41名を円山公園内の別荘に招き
懇親会を開いた。

2 7 28

〇評議員會／7月4日夜に龍池校内において評議員会が開かれた。飯田新七の発議により、大徳寺宝物のひとつ五百羅漢の売却について議論さ
れた。
〇翠紅館ノ答宴／7月8日午後6時より、幹事および評議員等が北垣会頭および三井副会頭を東山翠紅館に招待し宴を催した。
〇正倉院御物拜觀／正倉院宝物が例年通り8月1日から31日まで虫干しを実施しており、高等官、有爵者、有位華族、従六位勲六等以上および
博士学士、歴史美術工芸専門、篤志者および外国人の諸官庁の雇われ人、各国公使からの紹介者は拝観が可能であるため、7月25日までに願
書を差し出す旨が宮内省より通達された。

3 8 28 3月2日、12代西村總左衛門に緑綬褒章が授与された。 〇明治二十五年京都市美術工藝品展覽會審査報告／京都市美術工芸品展覧会審査において西村總左衛門は刺繡および友禅染の2部門で審査を務めた。（補）
〇明治二十五年京都市美術工藝品展覽會審査報告（補）／刺繍の審査員は他に、飯田政之助、安田新造、山脇利兵衛が、友禅染の審査員は他
に、西村治兵衛、河合惣之助がそれぞれ務めた。

4 9 28
〇評議員會／本月17日夜、両替町御池龍池校において、本月25日に開催の第2部陳列会について、幹事および第2部所属の評議員会が開催された。西村總左衛門は懸賞図案審査委員27名の内の1
人に選出された。（補）

〇綠綬褒章下賜／川島甚兵衛（京都府京都市下京区）
〇評議員會（補）／懸賞図案審査委員27名は他に飯田新七、西村治兵衛他が選定された。
〇會員／岸九岳（上京区新町通丸太町南ヘ入町）は、本誌第3号発行後に入会した。

5 10 28

〇評議員會／10月5日夜、柳池学校裁縫所において、第3部会（織物刺繡諸染物糸組物）陳列会について、評議員会が開催された。また、本月10日夜、京都教育会頭の依頼による臨時陳列会の開
催について事務所において役員会を開催し、17日に御苑（御所）内博覧会場において同陳列会を開催することが決定された。斎藤宇兵衛が、大澤敬之、紹美栄祐とともに臨時陳列会の委員に選
定された。
〇臨時陳列會／本月17日、京都博覧会場の後堂において、関西教育大会の懇親会が開催された。その中で開かれた陳列会において西村總左衛門は1件の刺繡作品を出品した。（製）（補）

〇臨時陳列會（製）／刺繍作品を出品；〈繻子地渓間急流ノ図刺繡横物扁額〉評価：「横壹丈三尺八寸竪三尺八寸彩絲ヲ以テ全幅ヲ埋ム近來ノ大作
刺繍ノ技此ニ至リテ精巧ヲ極ム」

〇臨時陳列會（補）／その他の主な出品は、川島甚兵衛〈錦織秋草模様上飾〉、飯田新七〈天鵝絨友禪染窓掛〉。

6 11 28

〇第三部陳列會／11月13日、御苑内博覧会場において、第3部織物刺繍染物糸組物4種の陳列会が開催された。出品総数全251件の中、参考品は127件、新製品は124件であった。そのうち、参考
品において織物116件、刺繍11件、一方新製品において織物74件、刺繍1件、染物16件が出品された。
〇第三部會新製品畧評／西村總左衛門が出品した、岸竹堂下絵の刺繍屏風についての評価が掲載された。（製）

〇第三部會新製品畧評（製）／新作の刺繍作品を出品；評価：「西村総左衛門君ノ大屛風ハ、塲中ノ偉觀ナリキ、黑地ニ刺繡ヲ施シタルモノニテ。
下繪ハ岸竹堂君ノ筆、光琳風ノ畫ニテ、櫻花、藤花、紅楓、梅花ノ四圖、下ニ水流ヲ畫キ、櫻ノ芳艶ナル、藤ノ妖嬈ナル、楓ノ幽趣アリテ麗ナル、
梅ノ高逸ニシテ淸キ、濃彩粧淡相映シ、疎枝以テ巧ニ態ヲナスアリ、巨幹以テ優ニ趣ヲナスアリ、獨得ノ妙技、今更ヲ喋々ヲ要セズト雖モ、出品毎
ニ意匠ノ新ナル、工夫ノ珍ラシキ、主人ガ絶エズ心ヲ用ユルニ非レバ、造詣シ得ザル妙味アリ、畫様ノ既に秀逸ナルニ加フルニ刺繡ノ精ヲ以テシ美
ヲ以テス、外人若シ一見セバ直ニ數百金ヲ投シテ購ヒ去ルヤ疑ヒナシ、下部ノ裝飾ハ、木理ニ菊ノ紋様ヲ刺繡シタリ、木理ノ色稍々明ニ過ギルノ觀
アレ𪜈、サリトテ何ノ色ヲ以ヲ之レニ代ヘナバ可ナルカ、思ヒ至ラザルヲ以テ考レバ、此ノ色ヨリ更ニ恰好ナルモノハ得易カラザルベシ」

〇懸賞圖案會／第3期（ママ）陳列会に合わせて募集された、織物刺繍染物糸組物の図案は136件（織物78件、刺繍5件、染物53件）。主な受
賞者は1等：内海雨潤（織物）、2等：小林治三郎（染物）、3等：瀬川儀助（西村治兵衛方）（織物）など。

7 12 28 〇米国博覽會出品／アメリカのシカゴ（米国閣龍）万国博覧会に出品予定品一覧が掲載された。農商務省買上委託分として、西村總左衛門は2件を出品予定であった。（製）（補） 〇米國博覽會出品（製）／出品予定は2件：〈天鵝絨友仙近江八景夜景〉〈壁張刺繡繻子地山水花鳥図〉
〇米國博覽會出品（補）／その他に農商務省買上委託分として、西村治兵衛、飯田新七、川島甚兵衛、岸竹堂、今尾景年他が出品予定であっ
た。
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8 1 28
〇閣龍博覽會出品物ノ評判／農商務省にて陳列された、シカゴ（米国閣龍）万国博覧会への出品予定品が、東京の新聞において批評された。西村總左（右）衛門の出品において、1件の製品に
ついての評価が掲載された。（製）（補）

〇閣龍博覽會出品物ノ評判（製）／西村總左（右）衛門が出品した1件についての評価：「西村總右（左）衛門氏ノ天万絨友染壁張地ハ到底登塲第
一ノ作ナラン水墨遠近ノ濃淡ヲ染出シテ筆渲ニ異ナラズ圖様ハ雪舟ノ筆蹟ヨリ得テ遠山ヲ補寫ンタルガ如シ」

〇閣龍博覽會出品物ノ評判（補）／その他の主な出品に対する評価は以下の通り：飯田新七製品「天鵞絨友染壁張地ハ圖様染法共ニ觀ルベ
シ」、川島甚兵衛製品「錦地花籠圖ノミハ相伯仲スルニ足ルヲ覺ユ」

〇懇親會／会頭の北垣国道の来京に伴い、本月4日午後5時に、東山尚歌堂において懇親会が開催され、副会頭、幹事、評議員、常設委員35名
が出席した。

9 2 28
2月20日　12代西村總左衛門の兄である三國一愨の三男、直繁が西村家に入籍し
た。

〇鑑査ノ結果／シカゴ万国博覧会へ美術品として出品する刺繍6件の内、西村總左衛門は3件を出品した。（製）（補）
〇渡航委員ヲ䬻ス／シカゴ万国博覧会の京都出品人渡航総代として、西村總左衛門は、直木榮助、丹羽圭介らとともに、現地へ来月初旬または中旬に出発予定である旨を報じられた。

〇鑑査ノ結果（製）／西村總左衛門は、刺繡大屛風、刺繍扃額、友染衝立の3件を美術品として出品した。

〇美術品　天覽ニ入ル／シカゴ（米国閣龍）万国博覧会へ美術品として出品予定の内、臨時博覧会事務局の下命による政府の出品作、および
各個人出品作が、農商務省において陳列され、本月14日に天皇陛下が、翌15日に皇后陛下が、翌16日に皇族殿下が展覧した。
〇鑑査ノ結果（補）／その他、美術品として出品予定の主なものは以下の通りであった。飯田新七：刺繡壁飾1枚、今尾景年：〈鯉の図〉、岸
竹堂：〈鳥鷺の図〉。

10 3 28

〇西村總左衛門氏ノ名誉／西村總左衛門に対する緑綬褒章下賜にともない、「藝苑叢話」に西村總左衛門に関する記事が掲載された。「本月六日、西村總左衛門氏、賞勳局ニ於テ、實業ニ勉勵
セシ廉ヲ以テ綠綬褒章ヲ下賜セラレタリ、氏ハ三國幽眠氏ノ三男ニシテ、安政二年ヲ以テ生レ、十八歳ノ時、西村家に人家セリ、明治十三年、京都畫學校設立の發起人トナリ、又育啞院ノ創立
ニ際シテ發起人ノ一人トナリ、大ニ盡力スル所アリ、氏ノ製品ニ付キ、從來内外ノ博覽會共進會等ニ於テ褒章ヲ得タルコト、殆ド五十回、今ヤ勅定ノ綠綬章ヲ賜フ、氏カ名誉亦大ナラズヤ、／
京都府京都市下京區三條通烏丸西入御倉町　西村総左衛門／夙ニ意ヲ家業ニ勵マシ世ニ千総友禪ノ名稱ヲ馳セ販賣益廣マリ更ニ室内粧飾品ヲ製造シ額料染法ヲ研究シ或ハ精微鮮明ノ模様天鵝絨
ニ點染スルノ法ヲ發明シ或ハ刺繍手巾ノ輸出ヲ計畫本邦美術ノ面目ヲ發揚シ大ニ内外ノ賞賛ヲ得タリ洵ニ實業ニ精勵シ衆民ノ模範トス仍テ明治十四年十二月七日勅定ノ綠綬褒章ヲ賜ヒ其善行ヲ
表彰ス／氏ハ今回府民ヨリ米國博覽會出品渡航総代ニ撰擧セラレ、既ニ彼地ニ向ヒテ出發シタリ、富豪の家ヲ主ト仰カレ、加フルニ蒲柳ノ質ヲ以テシ、萬里ノ波濤ヲ衝キ、飄念天涯ニ客タラン
トス、熱心美術工藝ノ爲メ、自ラ犠牲タルヲ甘ンスルニ非ンハ、焉ソ能ク此ノ如クナルヲ得ン、吾輩府民タルモノ、深ク氏ヲノ勞ヲ謝スルト共ニ氏ノ功ヲ擧ケンコトヲ望マサルヘカラスナリ」

11 4 28

〇總會／4月2日に、京都市上京区寺町通松䕃町尋常師範学校において総会が開かれ、役員の改選が実施された。西村總左衛門は130点を獲得し、飯田新七（140点）、西村治兵衛（120点）、川
島甚兵衛（99点）他とともに、評議員に選出された。なお、斎藤宇兵衛は38点を獲得した（落選）。
〇評議員會／本月15日午後7時から、本会事務所にて評議員会が開催され、幹事理事の改選が実施された。西村總左衛門は13点を獲得し、飯田新七（12点）とともに第3部理事に再選した。

〇役員會／3月28日午後6時、本会事務所において役員会が開催された。会員章授与式について協議され、西村治兵衛は三吉艾とともに装飾委
員に選定された。

12 5 28

13 6 28

14 7 28
〇獎美會／本月7日、木屋町三条上ル玄鶴楼において、奨美会の発起人会が開かれた。幹事の選挙が行われ、西村治兵衛は雨森菊太郎および熊
谷久兵衛とともに当選した。さらに、西村治兵衛は会計主任にも選定された。

15 8 28
〇大極殿觀進帳ノ純帳／川島甚兵衛は、大阪で（市川カ）團十郎が出演する大極殿勧進帳において、使用される緞帳を私財を投げ打って制作
した。大極殿の原画は今尾景年の筆によるものである。

16 9 28
〇川島氏ノ綴錦織ノ評判／川島甚兵衛がシカゴ万国博覧会に出品した〈日光祭図綴錦織〉についての批評が、シカゴの「カンベル」会社発行
の雑誌に掲載された。

17 10 28
〇世界大博覽會ニ於ケル繪畫ノ受賞者／アメリカのシカゴデイリートリビューン（Chicago Daily Tribune）誌上で、シカゴ万国博覧会における各国の受賞者の一人として、西村總左衛門は、飯
田新七、川島甚兵衛、岸竹堂、今尾景年他とともに紹介された。

〇役員會／本月21日午後1時より、木屋町万米亭において、役員会が開催され、本会の第3部陳列会について協議された。同陳列会において懸
賞図案が桐（取合随意）のテーマで募集されることに決定され、図案審査委員として、西村治兵衛、飯田新七他が選定された。

18 11 28

〇米国博覽會賞牌／シカゴ万国博覧会において、刺繍および綴錦の部で西村總左衛門が飯田新七、川島甚兵衛とともに賞牌を獲得し、「政府買上ノ中聯帯部ニ屬スル製造者（ママ）」として
も、西村總左衛門は飯田新七らとともに賞を受けた。
〇第三部陳列會／本月19日に、御苑内京都美術学校において第3部陳列会が開催された。来場者563人。西村總左（右）衛門は、刺繍1件を出品した（織物・刺繍・染物・糸組物の合計出品数は
109件、参考となる古美術の出品数は171件）。（製）

○第三部陳列會（製）／刺繡の部における西村總左（右）衛門の出品；〈刺繡淸水寺景屛風地六枚〉 評価：「兎に角大作ナリ、油繪ニ類シタリナト
ノ評モ聞ヘシカ、至テ美シク精密ナルモノナリ、サレト君カ家ノ製作トシテハ、中以下ノ輸出品ナルヘシ、吾輩ニハ何ノ趣味ヲモ認メス」

19 12 28

20 1 28

〇美術部審査講話／シカゴ万国博覧会における日本の美術部審査官である執行弘道による、博覧会に関する講話において、日本美術部陳列品のなかで海外の審査官から好評を得ているものが紹
介され、織物刺繍分野においては、飯田（新七）の〈友禅化粧室ノ図〉および川島（甚兵衛）の〈錦織花籠ノ図〉とともに、西村（總左衛門？）の〈花鳥刺繍ノ壁掛友仙染近江八景ノ図〉が挙
げられた。

21 2 28
〇名家ノ屛風／来年の大博覧会（第4回内国勧業博覧会）に出品予定の作品のひとつとして、岸竹
堂筆〈牛馬〉（八枚折屏風絹地ベタ画）が紹介された。

〇川島甚兵衛君の名譽／川島甚兵衛は、ロシアのニコライ・アレクサンドロヴィチ皇太子より、御用達の称号を授与された。本誌にはその許
状の日本語訳が掲載された。

22 3 28

23 4 28 〇工藝品展覽會審査部長／工芸品展覧会の出品審査部長のひとりとして、西村總左衛門は刺繍部長に選定された。（補）

〇工藝品展覽會審査部長（補）／審査顧問に山高信離京都帝室博物館長が嘱託され、織物部長に飯田新七、友禅及染物部長に石田喜兵衛が選
定された。
〇布金會規約／辻信次郎、並河靖之、内貴甚三郎、西村治兵衛、雨森菊太郎等が南禅寺境内の金地院の建物保存を目的に布金会を組織し、規
約案を作成した。
〇スポルヂング氏ノ談／京都を訪問したアメリカのシカゴ博物館の委員スポルヂング氏が、中井弘京都府知事の紹介により、雨森菊太郎、飯
田新七、池田淸助、錦光山宗兵衛と晩餐をともにした。

24 5 28
〇役員改選投票／5月19日に、京都府立尋常師範学校講堂で開催された総会において、役員の改選投票が実施され、中井弘会頭（松方正義選外）および三井八郎次郎副会頭のもと、西村總左衛
門は122点を獲得し、飯田新七（126点）、西村治兵衛（120点）、川島甚兵衛（89点）らとともに評議員に当選した。

〇工藝品展覽會受賞者／1等賞：刺繍部　飯田新七、2等賞：友禅染物部　西村治兵衛。なお、評議員の西村治兵衛は、会員総代として答辞を
述べた。

25 6 28

〇審査報告／本年、御苑（京都御所）において、開催された工芸展覧会審査報告書の刺繍概論において、西村總左衛門について掲載された。展覧会において、西村總左衛門は、刺繍に関する審
査部審査部長を務めたが、出品に関しては、シカゴ万国博覧会の渡航委員としての用務による多忙を理由に見合わせた。また、西村總左衛門は同会の刺繍の出品に対して評説を以下の通りに寄
せた。飯田新七〈塩瀬地雪中松鷹刺繍掛幅〉評説：「意匠良好ニシテ松樹殘雪ノ針法緻密稱スベシ」、武田金次郎〈金地額繡狆弄球ノ図〉評説：「靑年ノ技ニシテ此作アリ孜々怠ラザレバ巧緻
ニ至ルベシ」、熊谷市兵衛〈黑繻子繡月木賊ノ図帛紗時〉評説：「意匠配色倶ニ佳ナリ半月ニ注意アラバ完好ナルベシ」、水田龜次郎「茶繻子繡小笹兎図帛紗地〉評説：「技術意匠俱ニ見ルベ
シ」、渡邉傳吉〈黒繻子地繡栗猿図額〉「技術佳良ナリ只圖案ノ完好ナラザルヲ見ル」、吉田藏𠮷〈黒繻子繡鴨図帛紗〉評説：「意匠技術俱ニ見ルベシ配色ニ注意ヲ望ム」、宮本儀助〈琥珀地
刺繡有職模様半衿〉評説：「技術佳ナリト雖モ意匠陳套ヲ免ガレズ」、渡邊スエ〈黑繻子地繡夜景図柱掛〉評説：「技術意匠俱ニ佳ナリト雖モ配色完好ナラズ」、碓井增次郎〈琥珀地繡夜景四
十雀ノ図帛紗地〉評説：「技術見ルベシ夜景ノ風色困難想フベシ」、内貴清兵衛〈塩瀬友仙刺繡三羽鶴帛紗地〉評説：「技術意匠俱ニ佳ナリ只鶴足ノ配色完好ナラズ」、山内文助〈長濱縮緬疋
田相良刺繡襟〉評説：「意匠陳套ナレ共技術佳ナリ」、田中利七〈藍色繻子地刺繡長春図額〉評説：「針法巧緻ニシテ圖案鄙シカラズ」、渡邊エン〈絹地両面繍月夜富士図衝立〉評説：「技術
良好ニシテ夏季淸涼ノ具ニ適セン」、船越ウタ〈濱縮緬刺繡浪ニ千鳥図半衿〉評説：「針法精巧ニシテ婦女ノ嗜好ニ適セン」（補）

〇審査報告（補）／織物部審査部長は飯田新七が務め、評説を行った。主な例：西村治兵衛〈薄白茶扇散シ模様繻珍帶地〉評説：「配色淸淡
ニシテ紋様巧緻ナリ」。西村總左衛門はその他、友禅及染物部門に〈元祿時代傘模様納戸地友禅縮緬〉を出品し、以下の評説を廣岡伊兵衛よ
り受けた、「技術精熟ナリ模様ヲシテ小ナラシメバ完好ナラン」。

26 7 28

27 8 28
〇關西府縣聯合共進會受賞式／金沢市が開催の連合共進会において、飯田新七は〈繻珍女帯〉にて1等賞[賞金250円]を、川島甚兵衛が〈女洋
服地〉3等賞[賞金7円]を獲得した。

28 9 28 〇養素會／画家による養素会が組織され、西村治兵衛は、内貴甚三郎他とともに賛助員として名を連ねた。

29 10 28
〇役員會／本月26日午後2時より、御苑内京都美術学校にて第3部陳列会に関する役員会が開かれ、図案懸賞の題目を以下の通りに決定した。織物女帯地「鶴、取合随意」、刺繡帛紗「富貴長命
図」、友禅模様「今様歌意春の彌生」、糸組物「帛紗の総」、「被布の紐」。西村總左衛門は飯田新七、西村治兵衛らとともに、図案審査員に選定された。

30 11 28
○第三部陳列會／本月18日、九鬼隆一帝国博物館長は開場前に来館、さらに東本願寺門主および渡邊京都府知事も参観して、品評が行われた。西村總左衛門の出品作に対しては陳列品3件、参
考品1件について品評された。（製）（作）（補）

○第三部陳列會（製）／西村總左衛門出品作に対する品評；陳列品の部〈刺繡額面松下の双鹿〉（渡邊伝吉氏繍）、評価：「洋畫の彩色法を則とり
て遠近明暗實際を寫し遠く望めは刺繡の製と認めす其下繪は日本の古畫を模せるものにて唯染糸の用法によりて然らしむるものなりと聞く蓋し意匠
惨憺の作」。〈繻子刺繡草花模様窓掛〉（藤井玉洲下絵）、評価：「草花は芍藥にして其四緣は黑地に百蝶の刺繡なり総体の地は蒲色の如くにして
同家の主人襄に米国へ渡航し室内裝飾を見て感する處あり更に意匠を練りて彩色の配合を製したるものゝ由其應用の如きは需める人ありて初めて其
是を知らんのみ」。〈塩瀬友禪卓被〉、評価：「白地菊蝶の模様を繡交せり品格温厚」

○第三部陳列會（作）／西村總左衛門出品作に対する品評；参考古物品の部　〈綴錦支那官服〉、
評価：「月藍色蠎袍は同種中の精品と目すへきものなり普通蝦夷錦と稱するもの大抵紺地葡萄色
（エビイロ）の物にして此の如く精工刻絲の如きは月藍色の物に限る如く見□世人龍の三爪五爪を
以て品を軒輊すれとも随分劇塲の衣裝に用ひし物にも五爪あり唯製作の精粗を以て察す可きのみ此
品の如きは眞の官服なるへし」

○第三部陳列會（補）／本月18日、本会第3部陳列会が南禅寺の金地院において開かれた。西村治兵衛の出品；〈琥珀地円形松に富士帛紗〉
（安藤末吉氏繍工）、〈白茶地京錦女帯地〉。飯田新七の出品；〈塩瀬地友禅帛紗〉、〈天鵝絨友禅花鳥図窓掛〉、〈塩瀬友禅染楊柳觀音の
掛軸〉（谷口香嶠氏画、村上嘉兵衛氏染）、〈女帯地〉。

31 12 28 〇時代品展覽會／明治28年4月より、御苑内の博覧会場において開催される時代品展覧会にて、西村總左衛門は粧飾委員の嘱託を、飯田新七とともに受けた。（補） 〇時代品展覽會（補）／出品万集および粧飾委員の嘱託を西村治兵衛が受けた。

1893明治26年 39

明治27年 1894 40



32 1 28

〇天覽美術品撰擇／本月13日午前10時より、御苑内の京都美術工芸学校において、天覧品の候補である絵画数十件を陳列の上、調査委員会が開催された。主殿寮出張所より宇田主殿助並属官、
京都府より府属社寺係、帝国京都博物館より山高館長および本会の幹事等が立ち合いの元に選定が行われ、西村總左衛門所蔵絵画1件を含む、20種27件が選定され、本月16日三井副会頭が広島
の大本営に届けられた。（作）

〇天覽美術品撰擇（作）／西村總左衛門所蔵品における天覧品：岸雅楽助（岸駒）筆〈孔雀図〉1
幅

〇役員會／本月5日午後2時より御苑内の京都美術工芸学校において、役員会が開かれ第1部陳列会の委員に、西村治兵衛、富岡百錬を含む7名
が嘱託された。

33 2 28

〇シカコ（ゴ）博物舘へ寄贈品／シカゴ万国博覧会の事務官で、昨年の来京時に京都市にて3万円分の美術品を購入した、アメリカの美術家スボーデング（スポルヂング）氏は、本会に対して
同博覧会跡地に設立予定の博物館への美術品の寄贈を依頼した。本会会員である、池田淸助、飯田新七、並河靖之らとともに、西村總左衛門は美術品2件を、本月1日に横浜発の船便で送った。
4名の寄贈品価格を合計すると、2千円を超えた。（製）
〇第二回　天覽品調査會／本月6日午後1時、御苑内の京都美術工芸学校において、天覧品の候補である書画を陳列した上で調査委員会が開催された。渡邊知事、宇田主殿助並属官等、および幹
事等が立ち合いの元に、西村總左衛門所蔵絵画1件を含む、15種22件が選定され、広島の大本営へ発送された。（作）

〇シカコ（ゴ）博物舘へ寄贈品（製）／西村總左衛門の寄贈品；〈天鵝絨遠景雪中の富士〉（横三尺五寸丈二尺七寸）1枚、〈綸子地花鳥の縫額〉
（同寸法）「外緣臘色にて竹彫の中緣なり此内に寄贈の文字を縫にて顯はせり」1枚

〇天覽美術品撰擇（作）／西村總左衛門所蔵品における天覧品：〈（円山）応挙筆画卷〉1巻

34 3 28

〇第二部長と審査官／第4回内国勧業博覧会の第2部則ち美術品の審査官として、西村總左衛門および斎藤宇兵衛が、部長の河瀬秀治を筆頭に、西村治兵衛、飯田新七、川島甚兵衛、岸竹堂、今
尾景年等とともに任命された。
〇美術品鑑査員分任／第4回内国勧業博覧会の第2部出品における鑑査を、西村總左衛門は第21類其四（織物縫物類）、第21類其五（各種の美術工藝）、第21類其六（美術工藝に供すへきの図
案）において、斎藤宇兵衛は第21類其一（漆器）、第21類其四（織物縫物類）、第21類其五（各種の美術工藝）において、それぞれ任命された。（補）

〇美術品鑑査員分任（補）／その他の主な鑑査担当者は以下の通り。第18類其一（着色畫、墨畫）：河瀬秀治（主任）、岸竹堂他。第18類其
二、其三、其四（油畫、水彩、亞筆、パステル類）：岸竹堂、今尾景年他。第21類（金屬器）：川島甚兵衛他。第21類其一（漆器）：三井八
郎次郎（主任）、西村治兵衛他。第21類其四（織物繍物等）：平賀義美（主任）、飯田新七、西村治兵衛、川島甚兵衛、岸竹堂他。第21類其
五（各種の美術工藝）：岸竹堂、西村治兵衛、川島甚兵衛、飯田新七他。第21類其六（美術工藝に供すへきの図案）：飯田新七他。

35 4 28
〇第二部審査官の分擔／第4回内国勧業博覧会の審査官を、西村總左（右）衛門は、第2部第21類其四（織物縫物等）において、斎藤宇兵衛は、第2部第21類其四（織物縫物等）および第2部第21
類其五（各種の美術工芸）において任命された。（補）

〇第二部審査官の分擔（補）／その他の審査官は以下の通り。第1部：飯田新七他。第2部のうち、第18類其一（着色水墨畫）：今尾景年、岸
竹堂他。第21類其四（織物繡物等）：平賀義美（主任）、前田健次郎、飯田新七、西村治兵衛、川島甚兵衛、佐々木淸七、岸竹堂、川端玉
章。第21類其五（各種の美術工藝）：前田健次郎（主任）、岸光景、今泉雄作、高村光雲。
なお、「第四回内國觀業博覽會審査内規」の第4条によると、第2部第21類は、「品位・意匠・技術・布置・形象・裝飾・結構・彩色・適用」
の項目において審査された。

36 5 28

〇行幸／明治28年5月24日に、天皇陛下が第4回内国勧業博覧会を訪問し、美術館において、西村總左衛門出品3件を含む複数の作品をお買上になった。（製）（補）
〇美術舘陳列品／第4回内国勧業博覧会に出品された美術および美術工芸品について品評が報じられ、西村總左衛門出品の3件についても掲載された。（製）（補）
〇（本会記事）／本月5日午後3時より、御苑内の京都美術工芸学校において、広島の大本営に送る天覧品が、西村總左衛門所蔵絵画1件を含む、13種20件が選定された。（作）

〇行幸（製）／買い上げられた西村總左衛門の製品：〈刺繍嵐山図額〉[270円]、〈通天橋図額〉[350円]、〈天鵝絨友禅金閣寺図壁掛〉[850円]、
〈天鵝絨友禅虎逐鷲図壁掛〉[650円]
〇美術舘陳列品（製）／西村總左衛門製品への品評；〈刺繡掛幅觀音像〉（小林久治郎製）[1500円]評価：「大徳寺什宝呉道士筆跡摸、染絲三百六
十種、工夫八千餘人、何等の大作、何等の精巧」。〈扁額嵐山春櫻の景〉（森春岳協賛、小林久治郎製）[270円]、〈扁額通天秋楓の景〉（渡邊傳
吉製）[150円]評価：「以て一對と爲す、意匠温故、緘頭精緻、純綷の佳畫」。〈壁掛天鵞絨友禪染金閣寺の図〉（藤井德三郎および赤井卯三郎
製）[850円]、〈壁掛天鵞絨友禅染虎、鷲を追ふ図〉（赤井卯三郎および鹿井繫太郎製）[650円]評価：「以て双璧に見る、金閣は寫眞の變通、怒虎
は運筆の妙致、両幅とも染畫の寄觀」

〇（本会記事）（作）／西村總左衛門は、円山応挙筆〈保津川図屏風〉一双を出品した。

〇行幸（補）／その他の主な買上げ品は以下の通り。西村治兵衛〈綴錦壁掛鳳凰堂図〉[1650円]、西村治兵衛〈繻珍帯地〉[115円]、川島甚兵
衛〈綴錦觀音図〉[2300円]、飯田新七〈刺繡鵜飼図額〉[200円]、飯田新七〈牡丹図掛幅〉[150円]
〇行啓／明治28年5月26日、博覧会へ皇后陛下の行啓があり、飯田新七〈刺繍柳鷺図衝立〉[250円]、飯田新七〈織物鶉栖掛幅〉[150円]、西村
治兵衛〈友禅小屏風〉[220円]などが、買い上げられた。
〇美術舘陳列品（補）／その他の陳列品は以下の通り。今尾景年の出品：〈耶馬渓真景〉、〈児童遊戯図〉。西村治兵衛；〈小屏風一双塩瀬
友禅染三十六歌仙図〉[220円]評価：「應擧か筆蹟の摹　個々の人物個々の風采、染彩茲に其妙を究む」。飯田新七；〈四曲屛風荒磯の図〉
（谷川馬太郎、加藤鐡次郎両君製）[1500円]評価：「意匠逸宕、工作精通、快絶巧絶」、〈掛額鵜飼の図〉（谷川馬太郎君製）[200円]評価：
「用意槇重、鍼尖丹靑を吐く、畫家瞠若」、〈刺繍雨中の鳶図〉（村上喜平君製）[280円]評価：「布置秀抜、着彩悽然、又是れ染畫の壯
觀」、〈掛幅塩瀬友禅染牡丹図〉（村上喜平君製）[150円]評価：「錢舜擧遺畫の寫眞、配色鮮麗、染法佳良」

37 6 28
〇（本会記事）／本月17日午後3時より、京都美術工芸学校において、役員会が開かれ、美術館の活用方法に関する協議に関する委員に選出された。同会において、西村總左衛門は評議員兼3部
理事に、飯田新七とともに嘱託を受けた。（補）

〇（本会記事）／評議員には雨森菊太郎、内貴甚三郎、辻信次郎を筆頭（評議員兼幹事）にして、その他西村治兵衛などが選定された。

38 7 28
〇會員の名譽／第4回内国内国勧業博覧会において賞牌褒狀などを獲得した、主な本会会員は以下の通りである。第2部妙技賞；進歩賞1等を
西村治兵衛〈友禅縮緬（各種）〉、飯田新七〈繻珍女帶地〉、川島甚兵衛〈古代模樣織物〉、西村吉右衛門〈絽〉

39 8 28

40 9 28

〇（本会記事）／本月8日午後7時より、祇園花見小路有楽館において、臨時陳列大会について役員会が開かれ、西村總左衛門は、飯田新七とともに新製品出陳奨励兼陳列委員に選出された。
（補）
〇役員會／本月12日午後6時より、祇園花見小路有楽館において、臨時陳列大会について役員会が開かれ、西村總左衛門は、飯田新七とともに図案審査委員に、斎藤宇兵衛は会場装飾委員にそ
れぞれ選出された。
〇實業家へ勸誘／本月25日午後1時より、本会事務所にて本会第2部および3部に所属する実業家を集め、10月15日より開設される新古美術品展覧会への出品の勧誘が行われた。斎藤宇兵衛は第3
部委員である西村總左衛門の代理として、廣岡伊兵衛、瀬川藤兵衛らととに談話を行った。

〇（本会記事）（補）／西村治兵衛は参考古物出陳奨励兼陳列委員に選出された。

41 10 28

〇論説／第4回内国勧業博覧会の評文において西村總左衛門のビロード友禅および刺繍について記述された。「博覽會ニ於ケル我府ノ美術工藝　中　（二）　織物　染物　刺繍／染物ノ妙技ハ
友仙ニ在リ、或ハ䀋瀬ニ、或ハ天鵞絨ニ、而シテ或ハ古畫ヲ模シテ神ヲ失ハス、或ハ新畫ヲ染出シテ筆モ及ハス、卽チ西村總左衛門氏ノ猛虎圖窓掛ノ如キ、金閣寺寫眞圖窓掛ノ如キ、愈々出
テ、愈々精ニ、實ニ驚異ス可キモノアリ、京都友仙ノ名ノ海外ニ籍甚タルモ偶然ニ非サルナリ、刺繡ノ術ハ、近來進歩著シク、今ハ亦是レ京都ノ一特技ト成リタルノ觀アリトス、就中西村總左
衛門氏ノ此技ニ於ケル、尤モ有名タルノミナラス、實ニ此ノ小技ヲ進メテ偉大ナル技術トナシタル人ト謂フ可シ、乃チ吾輩ノ言ノ欺カサルハ、已ニ彼ノ呉道子觀音ノ模製ノ大幅ニ於テ、世人ノ
激賞ヲ博シタルニテ明白タリ」

42 11 28
〇募集圖案の審査／本月9日午前9時より、第4回内国勧業博覧会場美術館における新古美術品展覧会場の図案室において、募集図案の審査会が開かれ、西村總左衛門の代理として斎藤宇兵衛
が、飯田新七らとともに出席した。西村總左衛門は飯田新七とともに刺繍図案の審査を担当した。審査対象数はそれぞれ、織物図案58枚、染物42枚、刺繡2枚であった。（補）

〇募集圖案の審査（補）／その他の委員は以下の通り。染物を廣岡伊兵衛および原在泉、刺繡を飯田新七、織物を佐々木淸七および飯田新七
が担当し、今泉雄作が審査委員長に定められた。

43 12 28
〇記念祭功勞者へ贈品／京都市に三ヶ年の事業として「三大事件」のひとつに挙げられていた、「平安遷都一千百年記念祭」が滞りなく終了したことを受けて、当初より協賛会を起こすなど尽
力した各担当者へ記念品が寄贈された。記念品のひとつとして、西村總左衛門は〈秋草模様刺繡衝立〉を調整し伯爵土方久元へ贈った。（補）

〇記念祭功勞者へ贈品（補）／記念品は、総代である市会議長の雨森菊太郎および市参事会員の西村治兵衛が東京へ持参した上で、各担当者
へ贈られた。

44 1 28 〇天井張の綴錦と七寳の大額／東京の常盤橋外に建築中の日本銀行において、西村總左衛門は楼上最上等室の合天井に用いる〈桐に鳳凰図の綴錦〉を製造した。

45 2 28
〇展覽會の各委員／本月19日午後6時に、京都倶楽部において役員会が開かれ、4月1日から開設される美術品展覧会における各委員の選定が行われた。西村總左衛門は、刺繡出品奨励委員の主
任に、斎藤宇兵衛は染物出品奨励委員に選出された。（補）

〇展覽會の各委員（補）／委員はその他に、参考古物出品奨励委員を西村治兵衛が、書画出品奨励委員を今尾景年が、織物出品奨励委員を飯
田新七（主任）および西村治兵衛、川島甚兵衛他が、刺繡出品奨励委員を飯田新七、田中利七が、染物出品奨励委員を廣岡伊兵衛（主任）お
よび瀬川藤兵衛、内貴清兵衛が嘱託された。
（別紙）京都美術協會懸賞圖案募集廣告／第4回内国勧業博覧会（4月1日から5月30日）において新古美術品展覧会が開催されるに伴い、各種
工芸品に関する図案が募集された。その中で、刺繍は椅子枕（クッション）（模様配色縫い方も含めて要記載）、染物は疋田取合の振袖裾模
様が課題に掲げられた。

46 3 28

〇美術品展覽會審査員／本月17日に、新古美術品展覧会の審査長、審査幹事、審査員が京都市参事会により嘱託される。西村總左衛門は、田中利七および小林久次郎とともに刺繡の審査員の嘱
託を、斎藤宇兵衛は、廣岡伊兵衛および岡崎卯三郎とともに染物の審査員を、それぞれ受けた。（補）
〇委員會／2月22日午後6時より、京都俱楽部において、織物刺繡染物糸組物の各部委員会が開かれた。西村總左衛門は欠席し、田中利七が諸事の協議を行った。

〇美術品展覽會審査員（補）／その他の審査員は以下の通り。絵画の審査員には岸竹堂、今尾景年他が、織物の審査員には飯田新七、西村治
兵衛、佐々木清七、鳥居喜兵衛が嘱託された。
〇京都漆工會の事業／本月7日に、京都倶楽部において京都漆工会の商議員会が開かれ、西村治兵衛他が商議員などに選定された。
〇南禪寺本尊／昨年1月の火災で被害のあった南禅寺法堂の、再建評議員の嘱託を西村治兵衛他が受けた。

47 4 28
〇審査員總會／本月8日午前10時に、美術品楼上の審査室において審査員総会が開かれ、審査に係る各部長12名が選定された。西村總左衛門は刺繍部長に、斎藤宇兵衛は染物部部長に選定され
た。※48号にて追加情報あり（補）

〇審査員總會（補）／織物部長が飯田新七に選定された。
〇新古美術品展覽會出品　新製品／新製品の主な出品は、織物の部において、川島織物合資会社が2件、西村治兵衛が2件、西村吉右衛門が2
件、飯田新七が1件を出品し、染物の部において、西村治兵衛が2件、飯田新七が2件、刺繡の部において飯田新七が1件を出品した。絵画の部
においては、今尾景年が2件を出品した。
○新古美術品展覽會開會式／4月1日午前11時半、京都市工業館内式場において、新古美術品展覧会の開会式が行われた。西村治兵衛は、京都
市勧業委員長として、祝辞を述べた。

48 5 28

〇特例銀盃下賜／4月29日に、昨年の第4回内国勧業博覧会で審査官を務めた功労者に対して、賞勲局より銀盃1個が下賜された。西村總左衛門は、元第4回内国勧業博覧会審査官として、以下の
表彰文とともに銀盃1個を下賜された。「明治廿六年臨時博覽會事務局評議員と爲り尋て明治二十八年第四回内國觀業博覽會審査官と爲り周到綿密能く職務に服し其勞尠なからず依て其賞とし
て銀杯一箇下賜す」。同じく、斎藤宇兵衛は「明治二十四年臨時博覽會事務局評議員と爲り周到綿密能く職務に服し其勞尠なからず依て其賞として銀杯一箇下賜す」と記され銀盃1個を与えら
れた。（補）
〇新古美術品展覽會参考目錄／新古美術品展覧会に、西村總左（右）衛門は書画の部で3件、漆器の部で1件、織物の部で2件を出品した。また、各部の審査員について『京都美術協会雑誌』46
号および47号に掲載の情報に不足・変更があり、本誌で再度審査員が掲載された。西村總左衛門は刺繍部長の嘱託、および田中利七、小林久次郎、安田新造とともに刺繍部審査員の嘱託を、一
方、斎藤宇兵衛は染物部長および、廣岡伊兵衛、岡島卯三郎、瀬川藤兵衛ととに染物部審査員を受けた。（作）（補）

〇新古美術品展覽會参考目錄（作）／西村總左（右）衛門の出品内容；書画の部（3件）におい
て、探幽筆〈潚湘八景ノ内四景図〉六曲一双、岸駒筆〈周茂叔図〉1幅、文晁筆〈瀧図〉。漆器の
部（1件）において、〈梨子地蒔繪冠棚〉。織物の部（2件）において、〈天鵝絨　應擧下絵鷄
図〉、〈牡鹿繡模様袿〉。

〇特例銀盃下賜（補）／その他に銀盃を下賜された、主な功労者は、西村治兵衛および川島甚兵衛。
〇新古美術品展覽會参考目錄（補）／その他の主な審査員として、飯田新七は織物部長および西村治兵衛とともに織物部審査員、岸竹堂およ
び今尾景年は絵画部審査員にそれぞれ選定された。
〇新古美術品展覽會褒賞授與式／5月25日、工業館内の式場において、褒賞授与式が挙行された。受褒者総代として飯田新七が答辞を述べ
た。主な授賞者は以下の通り。1等賞金牌：飯田新七〈美芳廣東織櫻花模様帯地〉、2等賞銀牌：今尾景年〈日光山一ノ瀑布図〉、西村治兵衛
〈錆茶地柳橋水車模様綬珍帯地〉。図案部の主な受賞者は以下の通り。3等：寺井繫太郎、4等：木島米三郎、上野清江、伊東冬菜、淺野光州
他。

49 6 28

〇役員會／本月25日午後4時に、木屋町玉川楼において本会役員会が開かれ、西村總左衛門は、熊谷直行、吉田秀糓、伊東陶山、紹美榮祐、池田八郎兵衛、池田淸助、金子錦二、並河靖之、秦
藏六、高橋道八、丹羽圭介、渡邊伊之助、田中宗祐、林新助他とともに出席した。その中で、西村總左衛門は（新古美術品）展覧会に協力した市参事会、市会議員審査部員、諸委員等の慰労を
目的に、7月7日に京都俱楽部にて行われる宴会と福引に係る委員に紹美榮祐、田中宗祐、高田新助、金子錦二らとともに嘱託された。

50 7 28
（日付不明）宮内省より、日清戦争陸海戦況の図に関する刺繍屏風六双の調整を拝
命した。

〇征淸紀年の刺繡御屛風／平壌の合囲、黄海の勝戦を記念して、平壌の合囲および黄海の勝戦が絵画および刺繍で制作されることが決定され、協議を経て、下図が製作された。西村總左衛門
は、その刺繡の製作を担当した。（製）
〇總會委員會／同日（本月1日）午後7時より、京都倶楽部において、展覧会慰労会の件について、斎藤宇兵衛が、丹羽圭介、金子錦二、紹美榮祐、田中宗祐、雨森菊太郎らとともに協議した。
〇第六回総會記事／明治29年7月5日に、南禅寺の金地院において第6回総会が開かれた。出席者253名。総会において、幹事、理事、評議員において改選投票が実施され、西村總左衛門は49点を
獲得して、西村治兵衛（49点）、飯田新七（49点）らとともに評議員に選定された。また、本会の資本金積み立てについて資金を寄付した会員の名前を掲示した。西村總左衛門は、西村治兵
衛、飯田新七らと同じく、金100円を寄付した。
〇慰勞会／本月7日、京都倶楽部において、本年春季美術品展覧会の関係者を招き慰労宴会が開かれた。大槻参事官、山高博物館長、宮崎勧業課長、勧業課員、市参事会員、市会議員、五二会
組員、新聞社員、および展覧会審査員が出席した（同展覧会において西村總左衛門および斎藤宇兵衛は審査員を務めた）。

〇征淸紀年の刺繡御屛風（製）／西村の刺繍への製品への評価；「合圍、海戰各三隻にて、合圍には野津師團、大島師團、立見支隊、海戰には、樺
山軍司令部長の西京丸、伊東聯合艦隊司令長官の松島、鮫島第一遊擊隊の吉野、其長六尺、其幅三尺五寸、四曲屛にして幸菱媚茶地織物の緣を添
ゐ、外緣は黑髹にて菊御紋の銀金物を貼す、目下何れも施工中なりしも合圍圖の方は成りて、本月十七日上納せり、之の原圖は村田丹陵氏の筆に成
りて、屛中の將校は作圖に臨みて當時の服裝の寫眞を與へ、面貌の相違なからむ事を求め、長く紀年に遺さるゝの所以を示されしと、畫師其意を承
けて面貌を作り殊に野津將軍の如きは、其乗馬、其馭者、各實物を牽かれし等、筆頭既に其難を覺ゐ、是を鍼頭に模し、絹糸を以て縱橫に織出すか
如き、其至難想ふに堪へきものなり今其成りたるを一見するに、此は明治二十七年九月十六日の拂曉、淡靄山際を離るゝ時、牡丹、乙密の二臺聳へ
遙かに砲煙を見るの下、赤裝白馬に乘する淸兵數十騎、臺中より逃遁する處、野津隊の伏兵、樹間若くは黍圃より攻擊し、下端には野津大將、仙波
少佐其他の將校を從がへ遠見する處へ、立見支隊より傳令使騎の疾驅する圖たり、從來細密人物の刺繍には、其顔面に牙刻若くは木彫を用ひたるも
の、今は絹糸にて繡ひ、大將が遠見の半面、顴骨の突起せる鬚髯の髦々たる、所謂肉上げの法、彫刻の技に成れるが如く、長大なる軀幹の上腔稍前
に出て、稜々たる眞像を望むが如し、殊に正面を向きたる仙波少佐の顏貌には、其肉附の妙なるを望み得、其他將校の服裝に於けるや、一般の黑色
も七八種の糸を用ひて、其光線の反映を明らかにし、馬形の全軀、搬携の兵具、逐一眞物に接するの想ひあらしめ、尤とも其技の精妙に誇るに足る
ものは、砲煙の狀及び曉色の靑黃赭綠、混合紛雜する處に在り、其近く屛面に接する時は縫糸の橫線を認むるも、遠く三四間を離るゝ時は、筆端に
生ずるの畫圖と毫も異なる處なく、繪畫の一名を附せらるゝも至當なりと感服せり」

51 8 28
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52 9 28

〇美術家の前途／読売新聞は「未來帝室技藝員豫選」と題して、今某美術家通からの投書をもとに、今後帝室技芸員への任命が予想される芸術家・技術者について紹介した。西村總左衛門は織
物家として、川島甚兵衛、森山芳平とともに、名が挙げられた。（補）
〇評議員會／本月12日午後1時、京都倶楽部において評議員会が開かれた。本会規則第33条および本会功労者内規第2条に従い、本会功労者が選出され、西村總左衛門は、飯田新七、川島甚兵
衛、西村治兵衛、佐々木清七、清風与平、岸竹堂、並河靖之、今尾景年、伊東陶山とともに功労表彰者に定められた。
〇功勞賞贈與式／本月15日午前9時、京都市議事堂において本会功労賞贈与式が挙行された。山田京都府知事、加太裁判所長、楠検事正、粟津主殿寮出張所長、近藤および富岡両特別会員他、
本会総裁である伏見宮貞愛親王および本会会員300名などが出席した。功労者受賞者の総代として西村總左衛門は下記の謝辞を述べた。「京都美術協會ハ不肖等十名ノ爲メニ功勞賞贈與式ヲ擧
ケラレ殊ニ　總裁宮殿下親シク臨マセラレ優渥ナル令旨ヲ賜リ會頭閣下ノ懇篤ナル告辭ヲ辱フス不肖等技術未タ熟セス力ヲ致ス猶ホ足ラス微功ノ錄スヘキナシ然ルニ今日此光榮ニ遭遇ス洵トニ
感荷ニ堪ヘサルナリ自今益々奮勵斯業ノ發達ヲ圖リ以テ盛意ニ報答センヿヲ期ス敬テ謝詞ヲ上ル　明治廿九年九月十五日　受賞者總代　西村總左衛門」。功労表彰者の賞状文は下記の通りで
あった。「終身會員　西村總左衛門／夙ニ織物刺繡友僲染業ノ發達ニ盡力シ其美術工藝品ヲ内外國博覽會共進會等ニ出陳シ多ク優賞ヲ得且ツ其販路ヲ擴メ京都美術ノ名聲ヲ海ノ内外ニ發揚ス其
成蹟寔ニ著ルシ茲ニ其功勞ヲ表彰シ賞狀ヲ贈與ス／明治二十九年九月十五日／京都美術協會総裁大勲位功三級　貞愛親王／京都美術協會々頭従三位勲一等男爵　山田信道」（補）

〇美術家の前途（補）／その他に挙げられた主な芸術者は、竹内棲鳳、小堀鞆音、望月玉泉、下村観山が画家として挙げられた。
〇功勞賞贈與式（補）／賞状文において、飯田新七には「織物刺繡友僲染業」、川島甚兵衛には「織物業」、西村治兵衛には「織物友僲染
業」、佐々木淸七には「織物業」それぞれが記載された。

53 10 28 〇全國繪畫共進會の役員／全国絵画共進会において、西村治兵衛が評議員、今尾景年が専務委員に嘱託された。

54 11 28

〇秋季美術展覽會褒賞贈與式／10月30日午後2時に日本美術協会の褒章の授与式が挙行され、岸竹
堂および今尾景年が2等賞銀牌を授与された。受賞絵画への評価はそれぞれ下記の通り。岸竹堂筆
〈月下猫図〉「疎柳月を帶び孤猫老螳を窺ふ用筆用墨共に可なり慣熟の手腕を觀る」。今尾景年筆
〈雙鷄図〉「雌雄雛を將て春園に啄む花卉に配せすして布置自ら整ふ練熟の技術を觀る」。

55 12 28

56 1 28

57 2 28

〇展覽會役員／本年4月1日から50日間、岡崎町京都市美術館において開催予定の新古美術品展覧会に、西村總左衛門は、安田新造、飯田新七、田中利七とともに、刺繍の部の新製品奨励委員の
嘱託を、さらに山高信離、飯田新七他とともに、鑑査委員の嘱託をそれぞれ受けた。一方、斎藤宇兵衛は、廣岡伊兵衛、瀬川藤兵衛、安井伝兵衛、内貴甚三郎とともに、染物の部の新製品奨励
委員の嘱託を受けた。※58号に追加情報あり（補）

〇展覽會役員（補）／古物品奨励委員として、西村治兵衛他が、織物の部の新製品奨励委員に、渡辺伊之助（西陣主任）、飯田新七（主
任）、佐々木清七（西陣主任）、中孫三郎、鳥居喜兵衛、西村治兵衛、川島甚兵衛、西村吉右衛門、矢代庄兵衛、橋中儀兵衛、伊達虎一、小
林伊之助が、それぞれ嘱託された。
〇紀念博覽會／本年4月1日より岡崎町博覧会において開設されるもの（新古美術品展覧会）は、京都における創設25周年に相当するため、こ
れを紀念博覧会と称する。榎本武揚名誉総裁、京都府知事の山田信道副総裁、五二会監督の前田正名名誉審査総長、および三井八郎次郎会
長、山高信離顧問のもとに、西村治兵衛は、幹事（総務部）の庶務科主任に選定された。
〇京都漆工會圖案審査員／京都漆工会の漆器蒔絵図案審査会にあたり、西村治兵衛は、丹羽圭介他とともに審査員の嘱託を受けた。

58 3 28

〇漆器協賛會／明治31年の豊公三百年祭の執行にあたり、京都において全国漆器漆共進会が開催された。三井八郎次郎会長のもと、西村總左衛門は、飯田新七、西村治兵衛、西村吉右衛門らと
ともに特別協賛会員の嘱託を受けた。
〇展覽會役員の遺漏追加／新古美術品展覧会の役員について、前号の57号に掲載漏れがあったために、追加の役員が発表された。西村總左（右）衛門は、飯田新七、今尾景年らとともに陳列委
員の嘱託を受けた。

59 4 28

〇京都新古美術品展覽會／4月1日、京都市美術館において新古美術品展覧会が開催された。開催期間は50日間。新製品の出品には鑑査が実施されたが、本会にとって同様の鑑査を経た展覧会は
初めてであった。今回は約400件中の応募のうち、約350件が出品を許された。西村總左衛門は、主任の丹羽圭介のもと、佐々木清七、飯田新七、岸竹堂とともに、織物刺繡染物部の鑑査委員を
担当した。一方、褒賞授与に係る審査員が審査部長の指名により定められ、西村總左衛門は、部長の飯田新七の指名のもと、佐々木淸七、西村治兵衛、鳥居喜兵衛とともに織物部の審査部員を
担当した。刺繡部の部長の斎藤宇兵衛は、田中利七、小林久治郎、安田新造を審査部員に指名した。審査は4月21日に終了した。※60号に追加情報あり（補）
〇陳列委員會／3月18日に陳列委員会が（京都市）美術館において開かれ、出品陳列方法について定められた。

〇京都新古美術品展覽會（補）／新製品の主な出品は、織物の部において、川島織物合資会社が1件、西村治兵衛が1件、飯田新七が1件を出
品し、染物の部において、西村治兵衛が1件、飯田新七が1件、刺繡の部において飯田新七が1件を出品した。
〇日本美術協會の春季展覽會／読売新聞において、飯田新七の〈大和錦亀甲模様女帶地〉[125円]、〈繻珍縫取雲鶴模様女帯地〉[110円]が好
評を博した作品として紹介された。

60 6 1

〇美術品御買上／新古美術品展覧会に、米田侍従が複数回訪問し、優等品および各部美術奨励を目的として、宮内省の御用品とするものを選定した。西村總左衛門の出品作においては、〈刺繡
保津川景衝立〉[400円]が選定された。（補）
〇新古美術品展覽會出品／新古美術品展覧会の出品内容について、前号59号に掲載漏れがあったために、追加の出品作が発表された。西村總左衛門は、刺繡の部において1件の追加出品があっ
た。（製）

〇新古美術品展覽會出品（製）／西村總左衛門の追加出品：〈保津川画衝立〉

〇美術品御買上（補）／宮内省の御用品には、西村總左衛門の他に飯田新七〈刺繡松ニ猿模様額〉[235円]、西村治兵衛〈白地繻珍帯地〉[90
円]、川島織物合資会社〈名物裂帯地〉[60円]などを含む、34件が選定された。
〇新古美術品展覽會褒賞授與式／5月10日午前11時、京都市美術館において、新古美術品展覧会褒賞授与式が挙行された。審査員長の従五位
岡倉覚三の代理として、今泉雄作が審査の梗概を報告した。西村治兵衛は受賞者総代として答詞を述べた。主な受賞には、1等賞を川島織物合
資会社〈名物裂緞子帯地〉、飯田新七〈古代亀甲模様倭錦帯地〉が、2等賞を西村治兵衛〈地紙に千鳥模様錆茶地繻珍帯地〉、飯田新七〈額面
松に猿の刺繡〉が、3等賞を西村治兵衛〈縮緬時代鏡模様友禅染〉が、それぞれ獲得した。また懸賞図案において、2等賞（1等賞は該当無
カ）を松坂松一郎、上野榮次郎が、3等賞を上野晴江、古谷紅燐、木村春甫、春山霞村、岩崎嘯雲、木島米三郎、4等賞を宮井傳之助、山村利
三郎、河本霞亨他が受賞した。

61 7 9 〇帝國京都博物舘／明治30年6月10日から開催予定の、帝国京都博物館における第5回陳列会の「わ室」に、西村總左衛門は絵画を1件出品した。（作） 〇帝國京都博物舘（作）／西村總左衛門は岸駒筆〈岩上孔雀図〉を出品した。

62 8 10

〇佛京大博覽會に關する二三／フランスのパリ万国博覧会への出品に関して、臨時博覧会事務局の決議により、買上品図案調査および美術工芸指名注文などの件について、特別調査委員が選出
された。刺繍織物部の特別調査委員に、前田健次郎、松尾儀助、山口務が当選した。同委員らが各部の製作担当者を選定し、西村總左衛門は飯田新七とともに刺繍および友禅を担当した。製作
担当者の監督を、塩田真、岡倉覚三、田原栄、高村光雲、濤川惣助、松尾儀助、前田健次郎が務めた。（補）
〇評議員會／7月26日午後6時、京都倶楽部において評議員会が開かれ西村總左衛門は、飯田（新七）ら評議員とともに出席した。西村總左衛門は、飯田新七、西村治兵衛他とともに、パリ万国
博覧会に係る7名の調査委員に嘱託された。

〇岸竹堂翁逝く／岸竹堂が、7月27日午前9時に永眠。享年72歳。同29日午前7時に寺町石薬師下ル
香華院本禅寺に葬られた。

〇佛京大博覽會に關する二三（補）／川島甚兵衛は綴錦の製作を担当した。

63 9 9

〇佛京大博覽會に關する二三／8月2日に、柳谷謙太郎、志村源太郎、小山健三、村（林ｶ）忠正、西村總左衛門の5名が臨時博覧会評議員を仰せつけられた。また、安達峯一郎、安村喜當、執行
弘道の三氏が同事務官に任命された。
〇調査委員會／7月29日午後7時、京都倶楽部において、パリ万国博覧会出品奨励調査委員会が開かれた。西村總左衛門の他、熊谷直行、西村治兵衛、丹羽圭介、池田清助、並河靖之が出席し
た。
〇仝（調査委員會）／8月4日に、京都倶楽部において（パリ万国博覧会出品奨励）調査委員会が開かれた。
〇評議員會／8月10日に、京都俱楽部において、評議員会が開かれ、西村總左衛門は他の評議員らとともに出席した。パリ万国博覧会に係る発起人会に属する発起人が選出され、西村總左衛門
は、西村治兵衛、西村吉右衛門、飯田新七、川島甚兵衛他とともに選ばれた。

64 10 4
〇伊國美術博覽會通信／伊国美術博覧会（ヴェネツィア・ビエンナーレ）に係る日本の事務員兼視察員として現地に派遣された長沼守敬から、日本美術協会に対して現地の様子が報じられた。
西村總左衛門製を含む複数の出品内容が本博覧会開会前に各委員の賞賛を受けた。（製）（補）

〇伊國美術博覽會通信（製）／本博覧会開会前の各委員の賞賛を受けたのは、西村總左（右）衛門〈日光湯瀧の刺繡〉であった。
〇伊國美術博覽會通信（補）／その他で、各委員の賞賛を受けたのは、田中利七〈勿來關の押繪細工〉、飯田新七〈刺繍雪中枯木に鳥の図〉
および売約済の〈友染田子浦図〉であった。

65 11 15

〇出品獎勵協會總會と幹事會／10月6日午後3時より、京都俱楽部において、パリ万国博覧会出品奨励協会の総会が開かれた。同会の幹事5名および1名の専任幹事の選定にあたり、内貴甚三郎よ
り、斎藤宇兵衛は濱岡光哲、飯田新七とともに、指名選挙の実施を嘱託された。協議の上、幹事に西村治兵衛他が選定された。10月8日午後7時、京都俱楽部において幹事会が開かれ、評議員23
名が選定され、西村總左衛門は、飯田新七、中澤岩太他とともに選ばれた。

66 12 9
〇佛京大博覧會に關する二三／パリ万国博覧会に係る西村總左衛門の2件の出品に対して、特別補助が給付されることが決定した（現時点で補助が確定しているのは、東京に8名、横浜に1名、
京都に4名：旭玉山、並河靖之、清風与平）。（製）

〇佛京大博覧會に關する二三（製）／パリ万国博覧会へ西村總左衛門の出品の内、特別補助が給付される作品：〈壁掛〉[3000円]、〈純（緞？）
帳〉[2000円]である。各出品の説明：「壁掛は繻子地刺繡結にして、圖題は嵐雪か名什を取りて京都東山の景趣を圖し、晩に際して煙霧茫々の裡、
黑谷東山一帶の諸勝を描き縫もの、竪六尺橫一丈二尺の大作なり、純帳の地質は天鵞絨にして、風雷二神を友禪に染めぐ、竪四尺橫一丈二尺のもの
なり、右は孰れにても其原圖を得るに任せ、縮寫して揭くへし」（※69号に追加情報あり）

67 1 13
（日付不明）12代西村總左衛門が京都刺繍同業組合組長に当選した。（大正10年
まで務めた。）

〇役員會／12月17日午後4時より、京都俱楽部において役員会が開かれ、西村總左衛門は飯田新七、西村治兵衛ら17名の評議員とともに出席した。
〇展覽會委員／同役員会において、4月1日から開催予定の新古美術品展覧会について、出品と陳列に係る委員が選定された。西村總左衛門は新製品出品委員のうちの織物刺繡部の主任を、渡邊
伊之助、飯田新七、佐々木清七、廣岡伊兵衛とともに務め、一方、斎藤宇兵衛は西村治兵衛、川島甚兵衛、西村吉右衛門とともに同部の委員に選定された。（補）（※70号に再掲あり）

〇巴里博覽會出品獎勵協會／12月21日午後4時より、京都俱楽部において、パリ万国博覧会出品奨励協会の評議員会が開かれ、内貴甚三郎、
雨森菊太郎、西村治兵衛、丹羽圭介、辻信次郎の各幹事および、神坂雪佳、中澤岩太などの評議員数名が出席し、製作委托規則案について協
議した。
〇展覽會委員（補）／委員は他に、書画部新製品出品委員に望月玉泉主任のもと今尾景年他が、参考室部出品委員に熊谷直行主任のもと西村
治兵衛他が選定された。

68 2 7

〇伊國に於ける我邦の賣品／イタリアのヴェネツィア市における万国美術博覧会（ヴェネツィア・ビエンナーレ）の現地事務員である長沼守敬によると、日本からの出品のうち複数が売約と
なった。その中で西村總左（右）衛門出品は2件が売約済みとなり、そのうち1件は田中利七、宮川香山、伊東陶山とともに国王陛下の御用品となった。（製）
〇織繡染部委員會／1月19日午後6時、本会事務所楼上において、4月1日から開催予定の新古美術品展覧会出品勧誘について、織物刺繡染物部出品委員の主任打合せが開かれ、西村總左衛門は飯
田新七他とともに出席した。

〇伊國に於ける我邦の賣品（製）／売約済と報じられた西村總左（右）衛門の出品：〈豆花鷄雛図〉、および国王御用品の〈天鵞絨友禪染山栖鷲図
額〉

69 3 10

〇恩賜の御屛風／山階宮晃親王殿下が1月以来病床に臥されていることを受けて、天皇陛下が2月4日に侍従の西四辻公業を遣わして慰問され、梅松の鉢植および屛風一隻を賜わった。屏風は、
西村總左衛門が調進したものであった。（製）
〇巴里博覽會出品／パリ万国博覧会に係る臨時博覧会事務局より特別補助を受けて出品する美術工芸品について、西村總左衛門出品2件、飯田新七出品2件、川島甚兵衛出品1件他を含め、現在
（本誌発刊の時点で）確定したものが報じられた。（製）（補）

〇恩賜の御屛風（製）／西村總左衛門が調進した屏風；「鴨居下五尺三寸の四曲屏、地は鼠繻子に四羽の鷹止り木に止り居る刺繡畫にして、緣は蠟
色塗、蝶鋏は正倉院御物中なる鴨色御屏風の紫紐蝶番を模したるもの」
〇巴里博覽會出品（製）／西村總左衛門が特別補助を受ける2件の出品；〈刺繡　風神雷神之図純（緞）帳〉1組、補助金額は500円、製作費概算は
1500円。〈友染　東山晩景の図壁掛〉1枚、補助金額は1000円、製作費概算は3000円。

〇巴里博覽會出品（補）／飯田新七が特別補助を受ける2件の出品；〈友染　天鵞絨地富士之図壁掛〉、補助金額は500円、製作費概算は4000
円。〈刺繡　雪中松に鴉の図四曲屛風〉、補助金額は500円、製作費概算は1500円。川島甚兵衛が特別補助を受ける出品：綴錦（未詳）。

70 4 20

〇宮内省御用品（巴里出品）／宮内省からの依頼を受けて、博物館総長および調度局長から国内の美術家に対して、パリ万国博覧会出品に係る製品の製作が命じられた。西村總左衛門は刺繍に
おいて、飯田新七（染物）、川島甚兵衛（ゴブラン）、伊達虎一（綴錦）、佐々木清七（織物）他とともに伝命された。
〇展覽會の委員／新古美術品展覧会の各部の委員について再掲された。（西村總左衛門および斎藤宇兵衛は67号で報じられた内容から変更なし）
〇鑑査員／新古美術品展覧会の出品に係る鑑査委員の嘱託を、西村總左衛門は飯田新七や今尾景年他とともに受けた。
〇鑑査員會／3月25日、（京都市）美術館（新古美術品展覧会事務所が美術館内に3月20日に開設）において、（新古美術品展覧会の）鑑査員会が開かれ、鑑査の担当が定められた。西村（總左
衛門または治兵衛）は、刺繍部門を飯田（新七）、廣岡（伊兵衛）、金子（錦二）とともに、染物部門を廣岡（伊兵衛）、金子（錦二）他とともに、定められた。

〇伊太利萬國美術博覽會諸評／イタリアのヴェネツィアに開設される近世美術館のために飯田新七他の品が買上げられた。

71 5 21

〇宮内省御買上品／新古美術品展覧会を、米田侍従が複数回来観した上で、宮内省が出品作を買上げた。西村總左衛門は1件を、西村治兵衛（1件）、飯田新七（1件）他とともに買上げられ
た。（製）（補）
〇展覧會の陳列品／新古美術品展覧会の出陳目録が紹介され、西村總左衛門は染物の部に1件出品した。（製）（補）
〇審査會議／4月16日午前10時、新古美術品展覧会の新製品審査に係る会議が開かれた。山高信離審査長のもとに審査員各部担任および部長が決定され、西村總左衛門は、染物部の審査の嘱託
を、飯田新七（部長）、西村治兵衛、佐々木清七、鳥居喜兵衛とともに織物部、また西村治兵衛（部長）、飯田新七、廣岡伊兵衛、宮井傳兵衛、岡島卯三郎とともにそれぞれ受けた。斎藤卯兵
衛は刺繍部の部長として審査の嘱託を、飯田新七、安田新造、田中清七、小林久次郎とともに受けた。（補）

〇宮内省御買上品（製）／新古美術品展覧会における西村總左衛門の御買上品：〈天鵝絨友仙壁掛〉[金680円]
〇展覧會の陳列品（製）／新古美術品展覧会における西村總左衛門の出品：〈天鵞絨友禅壁掛朝顔籬〉

〇宮内省御買上品（補）／西村治兵衛の御買上品：〈女帶地〉[金145円]。飯田新七の御買上品：〈刺繡屛風〉[金435円]
〇展覧會の陳列品（補）／西村治兵衛の出品；織物の部に〈襦珍織帶地錯萌黄地霞松鶴模様〉および〈繻珍織色紙模様女帶地〉、染物の部に
〈友僲（禅）縮緬百人一首模様〉および〈同時代色紙模様〉。飯田新七の出品；油絵水彩画の部に〈深林ノ図〉、織物の部に、〈綴錦裂地豊
太閤陣羽織模様 蝦夷織女帶地〉および〈繻珍孔雀羽毛模様女帶地〉、刺繡の部に〈深林ノ図屏風〉および〈日光ノ景六枚屏風　菊模様六枚屏
風〉、染物の部に〈天鵞絨友仙壁掛雪中山水〉。西村吉右衛門の出品：織物の部に〈絽織金紗信夫ニ蝶模様〉。
〇審査會議（補）／今尾景年は、部長の望月玉泉のもと、絵画部の審査を担当した。
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72 5 31

〇新古美術品展覽會の褒賞／5月5日、新古美術品展覧会の褒賞授与式および懸賞図案の褒賞授与が、岡崎町博覧会館において挙行された。1
等金牌に飯田新七〈刺繍　深森ノ図屏風〉他、2等賞銀牌に今尾景年　絵画〈菜葉雲雀ノ図〉、川島織物合資会社〈織物　繻珍織宇津山模様女
帯地〉、西村治兵衛〈染物　縮緬友禪色紙模様染〉および〈織物　繻珍織色紙模様女帶地〉。図案懸賞において、2等（1等該当なしカ）受賞
者は木村濤忠（織物）、3等受賞者は山田一平、樫木政太郎、宮井傳之助（以上、染物）、蜂須賀大作、上野清江（以上、刺繍）、藤島秀次郎
（織物）、芝千秋（彫刻）。

73 6 30

〇評議員會／5月27日午後7時、花見小路万花園において評議員会が開かれた。明治29年9月の時点で本会会員である者の中で功労者が選出され、斎藤宇兵衛、内貴甚三郎、雨森菊太郎を含む16
名が、第2回功労表彰者に定められた。
〇功勞賞贈與式／明治31年6月2日午前10時20分、京都市議事堂において功労賞贈与式が挙行された。名誉会員北垣國道、富岡百錬特別会員、村岡理学博士などが出席した。斎藤宇兵衛の賞状文
は下記の通り、「夙ニ織物刺繡友禪染業ノ發達ニ盡力シ斯業上専ラ協賛ノ勞ニ服シ其妙技ヲ内外國博覽會共進會等ニ出陳シ多ク優賞ヲ得セシメシ等京都美術ノ名聲ヲ海ノ内外ニ發揚ス其成績寔
ニ著ルシ茲ニ其功勞ヲ表彰シ賞狀ヲ贈與ス」。

○漆器漆の授賞と功勞／6月30日、全国漆器漆共進会の場内式場において、授賞式が挙行され、西村治兵衛は功労2等賞銀牌を授与された。

74 8 6 〇飯田新七君の出品／パリ万国博覧会への飯田新七の出品予定品は、竹内栖鳳下絵の壁掛である。

75 9 15

76 10 8

77 11 12

〇京都美術品御覧／明治31年10月22日に、皇太子殿下が岡崎町（京都市）美術館を訪問され、京都の美術品を鑑賞された。内海知事の先導にて新製品をご覧になり、西村總左衛門は楼下西室の
新製品織物染物刺繍部に9件の新製品を陳列した。また楼上西室の古美術品部門に1件の絵画を出陳した。皇太子殿下は鑑賞された中から複数の品を購入された。そのうち、西村總左衛門の製品
が1件購入された。（製）（作）（補）
〇美術學校の評議商議員／京都美術工芸学校は、従来の商議員および協賛員を廃止し、新たに評議委員および商議員規程を定めて、市参事会の中から評議委員または商議員を選定した。中澤岩
太および西村治兵衛（市勧業委員長資格にて参加）他の評議委員のもと、西村總左衛門は飯田新七、今尾景年、小林久次郎らとともに商議員を嘱託された。
〇委員會／10月11日、京都俱楽部において、臨時展覧会委員会が開かれた。皇太子殿下の来京にあたり、京都市に「奉送迎委員」が設立され、ご滞在期間中に美術館において京都市の新古美術
品を陳列する、臨時美術品展覧会が企画された。幹事会において出陳に係る委員が選定された。西村總左衛門は新製品織物刺繡染物部の委員に飯田新七、廣岡伊兵衛とともに選定され、一方で
斎藤宇兵衛は新製品装飾部の委員を丹羽圭介、髙田新助とともに選定された。

〇京都美術品御覧（製）／西村總左衛門が出品した新製品；〈立鷄純子天鵞絨裂張四両面屛風〉、〈壁地友染竹ニ雀窓掛地〉1組、〈刺繍衝立菊花
ノ図〉1面、〈綴織金地松孔雀図〉、〈刺繍扁額鎧具足図〉、〈刺繍　四回屛風光琳風四季図〉、〈刺繍　テーフル掛牡丹ノ図〉、〈刺繡　蝶模
様〉、〈刺繍　菊模様〉。皇太子殿下のお買上げとなった製品；〈刺繡　菊畑衝立〉[代95円]、〈刺繡　群蝶卓子掛〉[代14円]

〇京都美術品御覧（作）／西村總左衛門が出品した絵画：円山応挙筆〈保津川図屏風〉八曲一双
〇京都美術品御覧（補）／楼下西室の新製品織物染物刺繍部には、西村治兵衛、飯田新七、西村吉右衛門、川島合名会社他が新製品を陳列し
た。

78 12 8

79 1 18

〇役員會／12月14日、京都俱楽部において役員会が開かれ、西村總左衛門は、西村治兵衛、飯田新七、西村吉右衛門などとともに出席した。4月1日より開催予定の新古美術品展覧会に係る経費
のうち、1125円については京都市より補助を受けることとなった。また出品委員が選定され、西村總左衛門は新製品出品委員のうち物刺繡染物部の主任を飯田新七他とともに務め、斎藤宇兵衛
は西村治兵衛、川島甚兵衛とともに同部の委員の嘱託を受けた。

〇役員會（補）／出品委員へはその他に、西村治兵衛が参考品委員、今尾景年が新製品出品委員の書画部主任に選定された。

80 2 24

81 3 11

〇獻上屏風／皇太子殿下に対して京都市が献上する六曲一双屏風について、今尾景年は〈東山図〉および〈嵐山図〉（霞引金銀砂子泥引）を
描き、西村治兵衛は屏風の縁裂の〈桐竹模様上等箔純子〉を調進した。屏風の寸法は長さ6尺、幅2尺8分。製作総額は833円30銭であった。
〇委員會／2月9日、京都倶楽部において、4月に開催予定である新古美術品展覧会に関して、織物・刺繍・染物部出品主任および委員が協議
した。
〇委員會／2月22日夜、京都俱楽部において、参考品出品委員会が開かれ、西村（治兵衛）は金子、池田、大沢、島川とともに協議を実施し
た。

82 4 20

〇鑑査員嘱託／（新古美術品展覧会に係る）鑑査員について、西村總左衛門は刺繍部の主任を、委員の安田新造、飯田新七とともに嘱託された。斎藤宇兵衛は染物部の委員の嘱託を、廣岡伊兵
衛（主任）、西村治兵衛とともに受けた。（補）
〇主任委員會／3月24日午後1時、（岡崎町）美術館において、出品陳列場所の割り当てについて、各部主任委員会を開かれ、斎藤（宇兵衛）は、原（在泉）、清風（与平）他とともに出席し
た。

〇鑑査員嘱託（補）／主な鑑査員は他に、織物部において飯田新七は主任、西村治兵衛は委員の嘱託をそれぞれ受けた。
〇委員會／3月21日午後1時、（岡崎町）美術館において、（新古美術品展覧会に係る）床飾陳列に関する協議会が開かれ、並川、斎藤、錦光
山、田中（宋）、碓井、紹美、平野、大野の8名の委員が出席した。

83 5 17

〇帝國京都博物舘陳列品山城名家墨蹟漫評及故人畧厤／帝国京都博物館は、4月11日から5月30日に、山城人の墨蹟および製品の展示公開を実施した（応永以降山城名家書画及陶器陳列）。同館
の職員の大澤敬之が、展示品に関する評価や画家の略歴などの解説を寄贈し、その中で西村總左衛門所蔵の1件の出品に関して言及した。（作）（※84号に追加情報あり）
〇新古美術品展覽會の出品／4月1日から新古美術品展覧会が開催された。出品された参考品および新製品の目録が掲載された。西村總左衛門は、参考品繍縫の部において2件、新製品刺繍の部
において4件、新製品染物の部において1件を出品した。（製）（作）（補）
〇鑑査會／3月31日、同（4月カ）5日、4月10日に鑑査会が開かれ、斎藤（宇兵衛）は飯田（新七）、安田（新造）他とともに出席した。
〇床飾陳列／4月2日、新製品陳列床の件につき、斎藤（宇兵衛）が錦光山や委員の並川他と協議した。
〇審査員／4月16日、審査員が選定され、西村總左衛門は刺繍部の部長を、部員の飯田新七、安田新造、小林久次郎とともに嘱託された。斎藤宇兵衛は、染物部部長である西村治兵衛のもと、
染物部審査員の嘱託を、廣岡伊兵衛、宮井傳兵衛、岡嶋卯三郎とともに、他方で各種工芸部の審査員嘱託も丹羽圭介部長他とともに受けた。（補）

〇新古美術品展覽會の出品（製）／西村總左衛門の新製品の出品；刺繡の部において〈扁額　夜櫻図〉、〈衝立　遊鴨図〉、〈屏風　群雀図〉、
〈屏風　暮林〉。染物の部において〈天鵝絨友禪見送リ　鷄〉

〇帝國京都博物舘陳列品山城名家墨蹟漫評及故人畧厤（作）／西村總左衛門の所蔵品：円山応挙筆
〈松樹獼猴図〉1幅、解説：「紙本淡彩にして欵に仙嶺とあり仙嶺は應擧の始の名にして其畫に於
けるも未だ全く狩野派を脱せざる趣ありち雖も其寫實の筆意に至つては得持の技を顕はせり」
〇新古美術品展覽會の出品（作）／西村總左衛門の参考品繍縫の部への出品；〈繍縫美人図〉1
幅、〈芒髑髏図〉1幅

〇全國意匠工藝品博覽會開塲式／4月1日午前11時より、岡崎町美術館において、全国意匠工芸品博覧会の開会式が開催された。西村治兵衛
は、彫刻、漆器、紋織、生紋織、刺繡、友禅、鹿子、半襟における高等審査会員に、丹羽圭介、金子錦二とともに推薦された。
〇帝國京都博物舘陳列品山城名家墨蹟漫評及故人畧厤（補）／西村治兵衛の出品は、参考品漆器の部において〈黑塗卓〉一個、　新製品織物
の部において、〈繻珍帶地　妻模様〉、新製品染物の部において〈屏風　鮮彩染四季図〉、〈紅ナシ浮上友仙　木彫競馬」、〈縮緬紅ナシ友
仙　草花〉、〈縮緬友仙　紅入」。飯田新七の出品は、新製品織物の部において、〈繻珍丸帯　花色地金銀通シ鶴模様〉、〈繻珍丸帯　金銀
通シ蘭模様〉、〈菜種色厚板帯　飛蝶〉、〈錆茶地繻珍広帯　鶴〉、新製品刺繍の部において、〈額　龍繡結〉、〈四折屛風　光琳秋艸〉、
新製品染物の部において〈友仙縮緬　赤地雪持松竹梅〉、〈友仙縮緬　浅黄〉、〈友仙縮緬　茶〉、〈友仙縮緬　今紫〉、〈友仙縮緬　柳
色〉、〈帛紗　鶴ニ波〉、〈横額　富士山〉。飯田新七東店の出品は、新製品染物の部において〈友禅掛物　鶏〉。川島織物合資会社の出品
は、新製品織物の部において、〈繻珍廣帶　松ニ鶴〉、〈本國織肩裏地　百鬼夜行〉、〈絹絶織肩裏地　人形手〉、〈唐織　籠目ニ蝶〉。ま
た新製品絵画の部において、木島櫻谷〈走兎図〉、今尾景年〈狐狸図〉が出品された。
〇審査員（補）／書画部の部長に今尾景年が、織物部の部長に飯田新七、部員に西村治兵衛、佐々木清七、鳥居喜兵衛が選出された。

84 6 25

〇宮内省御用品／全国意匠工芸博覧会を巡視した宮内省の米田侍従は、5月14日に同時に開催されている新古美術品展覧会を観覧した。同18日に再度来館し、新古美術品展覧会および全国絵画
共進会において、複数の品を買い上げた。西村總左衛門は2件の製品について買い上げられた。（製）（補）
○帝國京都博物舘陳列山城名家墨蹟漫評及故人畧厤／帝国京都博物館は、4月11日から5月30日に、山城人の墨蹟および製品を展示公開を実施する。同館の職員の大澤敬之が、展示品に関する評
価や画家の略歴などの解説を寄贈し、その中で西村總左衛門所蔵の1件の出品に関して言及した。（作）
〇新古美術品展覽會褒賞／5月5日、（岡崎町）美術館において、褒賞授与式が挙行された。西村總左衛門は審査員を務めたことによる、出品作への審査辞退に伴い、西村治兵衛、飯田新七他と
ともに謝状が贈られた。謝状の本文：「本會開設ニ際シ優等ナル織物（若クハ友禪染）數種ヲ出品シ大ニ本會ノ光彩ヲ添フ然ルニ審査員ノ故ヲ以テ自己出品ノ審査ヲ辭ス依テ茲ニ謝狀ヲ贈與シ
其特志ヲ表ス」（製）（補）

〇宮内省御用品（製）／新古美術品展覧会で買い上げられた西村總左衛門の出品：〈刺繍扁額　夜櫻之図〉[480円]、〈刺繍四曲屏風　暮秋之図〉
[500円]
〇新古美術品展覽會褒賞（製）／西村總左衛門の出品：〈刺繡友仙染數種〉

○帝國京都博物舘陳列山城名家墨蹟漫評及故人畧厤（作）／西村總左衛門の所蔵品：岸竹堂筆〈琵
琶湖図　六（ママ）曲屏風〉一双、解説：「絹本水墨と淡彩とを以て一隻には唐崎の古松を畫き一
隻には大津埠頭の雪景を寫せり用墨濃淡及遠近法共洋畫の趣味を混化せり」

〇宮内省御用品（補）／新古美術品展覧会における西村治兵衛のお買上品：〈鮮彩友山四曲展風　山水四季之図〉[300円]。同じく飯田新七の
お買上品：〈刺繡四曲屛風　籬に秋草之図〉[490円]。
○日本美術協會展覽會褒賞贈與式／5月13日、東京上野にて開催された日本美術協会の春季美術展覧会の褒賞贈与式が挙行された。飯田新七
は〈刺繡双鷄図額〉にて2等賞銀牌を獲得した。
〇新古美術品展覽會褒賞（補）／西村治兵衛の出品：〈友禪染織物数種〉。飯田新七の出品：〈織物刺繡友仙染数種〉。

85 7 11

〇宮内省補助の出品／パリ万国博覧会に向けて、宮内省の補助を受けて製作される西村總左衛門の製品1件について解説された。（製）
〇評議員會／6月14日午後6時より、京都俱楽部において、評議員会が開かれた。西村總左衛門は西村治兵衛らとともに出席した。本会において斎藤宇兵衛は、7月2日に京都市議事堂にて開催予
定の総会の接待係を、廣岡伊兵衛他とともに任された。

〇宮内省補助の出品（製）／宮内省の補助により製作される西村總左衛門製品の解説：「巴里博覽會へ出品の爲め宮内省より各地美術工藝家へ製作
を命せられたる中京都に於て西村總左衛門君の刺繍水禽の衝立、飯田新七君の天鵞絨友仙壁張は已に調製を了りて同省の鑑査を經たり、西村君の刺
繡衝立は縱六尺五寸、橫七尺六寸にして、左方蘆萩の叢生する邊、純白の雄鵞は右に向ひ、之に並べる雌鵞は顧りみて羽を啄し、其左方には鴨二、
鴛鴦二浮遊なし一鴦は頭を水中に沒して嘴色など隱約見るべし、右方には二雁泳ぎ。其下朱嘴にして淡白色なる都鳥、一は飛び、二は相向ひ、一は
やゝ離れて空に浮むが如く、而して上方には二雁相ついで飛下り、其左方萩蘆の葉を掠めて一の鴨また飛ぶ、此両者の間は相顧應するものある如
し、空は澄淸にして處々白色を現し、水は淡碧色をなして荇萍點々、鳥嘴隱々たり、やゝ距つて之を見れば、當にこれ秋江羅紋をなして、水禽群遊
し、恍として身に萩蘆聲裡にあるが如し裝潢はやゝ濃き金茶地に、菊桔梗など織出せる別機の綴繡面と相映じて配色最も好く、緣は黑塗にして鳥銅
の金物を箝す、仝製作は一昨年冬初て立案なし、昨年の一月漸やく書畫を定む、其下圖は實に數畫伯の手を經、而かも刺繡工は鵞鳥都鳥其他實物を
取寄せ飼養なし、これを參考として其工を施こしたるにの、鵞鳥の羽毛を繡する或點など、實に斬新の工夫を凝したるなりと、價格千八百圓とい
ふ」

〇京都彫技會の發企／6月19日、京都俱楽部において、京都彫技会の発起人会が開催され、西村治兵衛が内貴甚三郎他とともに出席した。

86 8 20
○京都博物舘の特別列品／7月12日、ドイツの皇弟顯理（ハインリヒ）親王が来京した。宮内省接伴官長崎式部官の報告を受けて、帝国京都博物館に新製品および古美術品が展示され、親王が
観覧した。西村總左衛門は、刺繍26件、綴錦3件、友禅1件、天鵞絨1件の合計31件を出品した。（製）（補）

○京都博物舘の特別列品（製）／ドイツの皇弟顯理（ハインリヒ）親王来京に向けての展示会における西村總左衛門の出品；刺繍：〈刺繡藤花雀図
貮枚折屏風〉一双[60円]、〈刺繍梅ニ雀図窓掛〉一双[280円]、〈刺繍竹ニ雀図帛紗〉1枚[20円]、〈刺繍櫻ニ小禽図帛紗〉1枚[8円]、〈刺繡秋海棠
雛鷄図帛紗〉1枚[48円]〈刺繡狗兒図帛紗〉1枚[15円]、〈刺繡燕子花鷺図帛紗〉1枚[19円]、〈刺繡月下狸図帛紗〉1枚[60円]、〈刺繡猫図帛紗〉1枚
[45円]、〈刺繡鷄図帛紗〉1枚[68円]、〈刺繡楓ニ芒図帛紗〉1枚[16円]、〈刺繡芥子ニ蝶図帛紗〉1枚[6円]、〈刺繡藤花図帛紗〉1枚[6円]、〈刺繡
菊花図三枚折屏風〉一双[95円]、〈刺繡牡丹図ニ鷄図二枚折屛風〉一双[50円]、〈刺繡菊図四枚折屛風〉一双[330円]、〈刺繡牽牛花ニ鷄図屛風〉一
双[140円]、〈刺繡金地籬菊図衝立〉1枚[105円]、〈繻子刺繡楓ニ尾長鳥窓掛ケ〉1枚[165円]、〈刺繡富士山図帛紗〉[87円]、〈刺繡油画風秋景山水
図額〉1面[200円]、〈刺繡竹堂下絵虎図額〉1面[150円]、〈刺繡花籠牡丹図小衝立〉1個[38円]、〈刺繡富嶽白鶴小屏風〉一双[55円]、〈刺繡油画風
四季景色小屏風〉一双[175円]、〈刺繡四季花鳥図四枚折屏風〉一双[580円]。
綴錦：〈綴錦牡丹鳳凰図見送リ〉1枚[185円]、〈綴錦蓮ノ図見送リ〉1枚[350円]、〈綴織白鳳見送り〉1枚[150円]。友禅：〈友禅竹ニ雀図窓掛ケ〉1
枚[160円]。天鵞絨友禅：〈天鵞絨友禅金閣寺図見送リ〉1枚[230円]。

「

○京都博物舘の特別列品（補）／その他の出品は、西村治兵衛6件（綴錦）、飯田新七45件（刺繍26件、天鵞絨友禅19件）、川島甚兵衛3件
（唐織、緞子、綴錦）であった。
〇總會／7月2日、第9回総会が京都市議事堂の議場において開催された。
〇小宴／7月7日、京都倶楽部において、新古美術品展覧会に尽力した各委員等に向けて、慰労会が開催された。出席者50名。

87 9 22

〇圖案會二（廣岡と三井）／三井呉服店は、これまで同店に出入りの関係者のみを対象に図案を募集し、店員がそれを審査していた。しかし、京都支店長である田中增次郎氏は開放主義をとっ
て、このたびは東京本店および大阪支店より各1題を設定し、京都から全国に対して図案を募集することが決定された。以後、毎年春秋に実施する予定である。第1回の募集では、女帯地をテー
マに設定した。斎藤宇兵衛は、市田文次郎、鳥居喜兵衛、川島甚兵衛、金子錦二、神坂雪佳、伊達虎一、松室以忠、喜多川平八、清水半兵衛とともに、図案の審査員を担当した。募集要項：
「三井呉服店第1回懸賞圖案募集／圖題　祝儀模様（取合随意）／正月着模様（取合随意）／應用目的　織物女帶地／縱橫模様　合不合は随意タルベシ／用紙　美野紙二枚折／但シ大釜物ハ全
紙ヲ用フルモ差支ナシ／應募圖案ハ題名ヲ書キ匿名ニア密封ノ上宿所姓名ヲ表記セラルベシ／一　募集〆切期　九月十五日／（略）一　審査日　九月十九日／一　開會　九月二十日／一　會塲　
於祇園花見小路京都俱樂部／一　賞品　圖案優等者ヘ左ノ賞品ヲ贈呈ス（略）」

88 10 20

〇巴里博覽會出品製作品陳列／9月27日午前8時から午後4時まで、岡崎町美術館において、パリ万国博覧会出品連合協会京都支部は同博覧会出品製作品を陳列し、官吏、市名誉職員、府市立学
校長、美術協会、博覧協会、出品連合協会、五二会の各会員、出品人、製作人などが鑑賞した。西村總左衛門は1件の製品を出品した。（製）（補）
〇織物圖案の審査／9月19日で、前号（87号）に掲載された三井呉服店の懸賞図案募集の応募が締め切られた。応募総数は882件[京都819件、東京16件、大阪14件、金沢14件、群馬7件、滋賀6
件、栃木4件、名古屋1件、丹後1件］であった。斎藤宇兵衛と含む10人の審査員による審査の結果、36名が受賞、75名が等外であった。受賞図案は、（審査の）翌日に京都俱楽部にて陳列さ
れ、約700名が観覧し、その夜に花見小路万花園において、審査員の慰労会が開かれた。（補）

〇巴里博覽會出品製作品陳列（製）／西村總左衛門の陳列品：〈天鵞絨友禅染秋渓遊鹿図壁張〉2幅

〇巴里博覽會出品製作品陳列（補）／飯田新七の出品作：〈天鳶絨友禅染月下飛鵆図壁張〉、〈天鵞絨友禅富岳眺望図壁張〉、〈銀織地刺繡
雪中狐松図壁張〉、〈金綴錦地刺繡菊圃双鶴図壁張〉
〇織物圖案の審査（補）／懸賞図案の主な受賞者；特別1等賞：今井林吉[京都]。1等賞：島田景州[東京]。2等賞：栗本月嘯[京都]。3等賞：
熊谷淡雲[京都]。4等賞：共盛社員長次郎[京都]、および藤原藤三郎（京都）、五等賞　諏訪幸次郎（京都）、および洛陽樵夫[京都市西陣萬
緑会員]。特等：穂保洗一[東京工業学校]、および京都宮脇店　長次郎・兵二郎合作、および芳立[京都]、および吉井青僲[京都]、および豊山
人[京都]。

89 11 20
〇役員會／10月4日午後、京都倶楽部において、役員会が開催された。本会設立の10周年の紀念式について協議され、西村總左衛門は、式の方針を協議するための調査委員を、丹羽圭介、飯田
新七他とともに嘱託された。

90 12 14
〇京都彫技會の役員及び諸規則／6日の京都彫技会の幹事会において、事務所を本会事務所内へ設置する旨などが協議された。会頭の中澤岩太のもと、西村總左衛門は飯田新七他とともに同会
の評議員に選出された。

〇京都彫技會發會式擧行／11月1日、京都彫技会は京都俱楽部において総会を開き、発会式を挙行した。西村治兵衛は副会頭に就任し発会式
において発会の主旨を述べた。

明治31年

明治32年 1899 45



91 1 16
〇嘱託役員／12月20日、京都倶楽部において第10回新古美術品展覧会の役員が選出され、西村總左衛門は新製品出品委員の織物刺繡染物部の主任を飯田新七、西村治兵衛他とともに嘱託され
た。斎藤宇兵衛は織物刺繡染物部の部員に、西村吉右衛門、川島甚兵衛他とともに嘱託された。（補）

〇嘱託役員（補）／その他、西村治兵衛は参考品出品委員、今尾景年は新製品出品委員の書画部に選出された。

92 2 16

93 3 26

〇巴里大博覽會視察渡航者／2月2日、岡崎町博覧会館において、パリ万国博覧会に向けて渡仏する本会会員に向けて、大送別会が開かれた。渡航者は、斎藤宇兵衛の他、大橋重助、評議員西村
治兵衛、同丹羽圭介、同錦光山宗兵衛、同廣岡伊兵衛、常設委員兒嶋定七、同竹内棲鳳、同伊達虎一、通常會員横田万壽之助、石田喜兵衛、石角喜三郎、稲葉七穂、藤村岩治郎、小林伊之助、
大槻龍治、飯田政之助、稲畑勝太郎、高木永之助、岩村茂、永尾時春、中井三之介、以上の合計22名であった。
大送別会には、渡航者一同の他、青木書記官、井上警部長、内貴市長、市助役、同収入役、群区長、市参事会員、市会議員、府会議員、商業会議所会員、美術協会員、博覧協会員、五二会員、
帝国大学其他各学校職員、京都医会員、各商工組合員、諸会社銀行役員など400名余りが出席した。当日は、午前11時の祝砲3発を合図に全員で平安神宮に参拝し、三室戸宮司、内貴市長らと儀
式を終えた後、大極殿（拝殿）を降り、龍尾壇下に整列して一同撮影した。工業館内で祇園芸妓の踊りを伴った宴席が設られ、終了後に式場前の庭園において再び集合写真が撮影された。
（作）
〇委員會／2月5日午後5時、京都俱楽部において、（新古美術品展覧会の）出品奨励の件および十年式経費寄附奨励の件について、繍染部委員および部員会が開催された。西村總左衛門は飯田
新七、西村治兵衛、川島甚兵衛、内貴幹事、金子十年式委員長他とともに出席した。
〇主任委員會／2月13日午後5時より、（新古美術品展覧会の）各部主任会を開き西村總左衛門は西村治兵衛他とともに出席した。
〇寄附金勸奨／2月19日午後5時、祇園中村楼にて内貴幹事、金子委員長が、西村總左衛門、飯田新七、川島甚兵衛他14名（西村治兵衛は事故のため欠席）を招き、十年式経費寄付について協議
した。その場で寄付金が募集され、西村總左衛門は、飯田新七、西村治兵衛、下村庄太郎と同じく金100円を寄付した。その他、川島甚兵衛、廣岡伊兵衛他からも寄付が申し込まれた。
〇美術舘實地調査／2月20日午後1時より、（岡崎町）美術館において、西村總左衛門は飯田新七および西村治兵衛他、各部主任が（陳列の割付を決めるために）実地を測定した。

〇巴里大博覽會視察渡航者（作）／（送別会写真）

〇御慶事用の御服地／皇太子殿下の御慶事用として、飯田新七は御服地数十種を調整する御用を受けた。
〇献上品／皇太子殿下御慶事に向けて、御召服地御用を賜わった飯田新七は奉祝のために、天鵞絨友禅の大額面作品を献上した。図案は本年
の勅題である松上鶴。配色にドイツの法理学士が発明した曙色を用いる予定であり、日本における曙色の初の応用例である。
〇委員會／2月26日午後4時より、京都俱楽部において、十年紀念式について織繡染の三部委員が召集され、飯田新七他4名が出席した。

94 4 23
〇鑑査員嘱託／（十年式における十年間回顧展覧会に係る）鑑査員が選定され、西村總左衛門は刺繍部の主任の嘱託を、委員の安田新造、飯田新七とともに、さらに染物部の鑑査員を廣岡伊兵
衛（主任）、西村治兵衛、金子錦二とともに受けた。（補）

〇鑑査員嘱託（補）／その他の鑑査員は、今尾景年が書画部の鑑査員を、飯田新七が織物部の主任を西村治兵衛、佐々木清七、鳥居喜兵衛と
ともに嘱託された。

95 5 18

〇展覽會の參考品と審査品／4月1日より、岡崎町美術館において新古美術品展覧会が開催された。本年は規模を拡大して、全国より出品を募った。西村總左（右※一部）衛門は、2件の参考
品、3件の審査品刺繍、2件の審査品染物を出品した。（製）（作）（補）
〇審査員嘱託／4月11日、（新古美術品展覧会に係る）新製品の審査員が嘱託され、西村總左衛門は、刺繍部の部長の嘱託を、部員の飯田新七、安田新造、小林久治郎、谷口香嶠とともに、さ
らに染物部の審査部員の嘱託を廣岡伊兵衛（部長）、岡嶋卯三郎、谷口香嶠とともに受けた。（補）
〇圖案部審査／（新古美術品展覧会に係る）図案部審査員は中澤岩太により、西村總左衛門の他、金子錦二、神坂雪佳、谷口香嶠他が嘱託された。
〇審査總會議／5月1日、（新古美術品展覧会に係る）審査内容を確定する目的で、審査員全体の総会議が行われ、西村總左衛門は、飯田新七、今尾景年他とともに出席した。

〇展覽會の參考品と審査品（製）／西村總左衛門の審査品刺繡の部における出品：〈猿曳額〉、〈額〉、〈屏風〉。染物の部における出品：〈友仙
天鵞見送〉（※本作のみ「總右衛門」と表記）、〈朱子友仙テーフル掛〉。

〇展覽會の參考品と審査品（作）／西村總左衛門の参考品における出品；山本梅逸筆〈松竹雙鶴
図〉1幅、円山応挙筆〈松風両虎図〉。

〇展覽會の參考品と審査品（補）／その他の出品は、今尾景年：2件（審査品絵画の部）（〈芙蓉双鴨〉、〈春山雉子〉）。西村治兵衛：4件
（内審査品織物の部3件、同染物の部1件）。飯田新七：12件（内審査品織物の部5件、同刺繍の部1件、同染物の部6件）。川島織物合資会
社：2件（審査品織物の部）。
〇妃殿下御來觀／4月8日、久邇宮王妃殿下が来観され複数の新製品を買上げた。
〇審査員嘱託（補）／その他の主な審査員について、審査長の中澤岩太、審査幹事の金子錦二のもと、絵画部の部長を今尾景年が山元春挙他
とともに、飯田新七が織物部の部長を部員の神坂雪佳、西村治兵衛君代理富岡榮七他とともに嘱託された。

96 6 10

〇東宮職御用品／5月27日、宗廟および祖廟御参拝のために来京している東宮殿下同妃殿下が、全国貿易品博覧会および新古美術品展覧会へ、中田東宮職主事を遣わせ、複数の品を買上げた。
西村總左衛門は1件の製品が買上げられた。（製）
〇京都美術協會創立十年紀年式／本会の創立10年を記念して、洛東の南禅寺大方丈において式典が挙行された。5月21日に会員の死亡者遺霊吊慰会、24日に創立十年紀年式および第10回総会が
開催された。24日には大下大学総長、内貴市長、土居郵便電信局長、山高京都博物館館長、川崎歩兵大尉、桂木家従他、本会総裁である伏見宮貞愛親王が来場した。「京都美術協會創立十年紀
年式擧行梗概」において西村總左衛門は、本会の設立にあたり、北垣國道以下、西村治兵衛、飯田新七、西村吉右衛門、川島甚兵衛他とともに資金を投じた旨が紹介された。また「本会会員ノ
名譽」として緑綬褒章を賜わった会員の一人として西村總左衛門は、飯田新七、川島甚兵衛他とともに名が挙げられた。さらに、本会の功労賞受賞者の一人として、西村總左衛門は第1回功労
賞（明治29年9月15日）を、斎藤宇兵衛は第2回功労賞（明治31年6月2日）を受けた旨を紹介された。21日から25日には遺製遺愛品回顧展覧会が開催された。西村總左衛門は回顧展覧会の部にお
いて4件出品した。本会の寄付金募集係として、西村總左衛門の代理の奥野祐次郎が西村治兵衛代理の富岡榮七、川島甚兵衛代理の小松某他とともに紹介された。（製）（補）
式典の中で、会員総代として西村總左衛門が以下の当時を述べた：「本日ヲ卜シ我京都美術協會創立十年紀年式ヲ擧行セラレ其等一同其盛筵ニ列スルノ榮ヲ得殊ニ　総裁殿下ノ優渥ナル令旨ヲ
賜ハリ且會頭閣下ノ深遠ナル告辭ヲ辱フセシハ其等深ク感銘ニ堪ヘズ抑モ美術ハ地ノ明媚風俗ノ温雅ニ伴ヒ自然ニ煥發スル所アリト雖又獎勵ノ効ニ依ラスンハ何ソ今日ノ盛況ヲ見ルヲ得ンヤ故
ニ其訓諭ヲ服膺シ以テ之カ盛旨ニ副ハントス爰ニ會員一同ニ代リ謹テ答辭ヲ述フ　明治三十三年五月二十四日　京都美術協會総代　西村總左衛門」
〇紀年牌授與の人名／創立十年紀念牌の授与が行われ、西村總左衛門は10年継続の役員として西村治兵衛、飯田新七他とともに100円の寄付をおこなった者として記念金牌を授与された。
（補）

〇東宮職御用品（製）／西村總左衛門の買上品：〈友禪　壁縮緬草花模様卓掛〉1掛[代160円]
〇京都美術協會創立十年紀年式（製）／遺製遺愛品回顧展覧会における西村總左衛門の出品；〈刺繡六曲大屏風　東山春景〉（明治29年製）一双、
〈刺繡大横額　保津瀑流図〉（明治25年製）1面、〈刺繍四曲屛風　母子猿ノ図〉（明治33年製）一隻、〈刺繡扁額　松林明月図〉（明治33年製）
一隻（ママ）。西村總左衛門による説明：「回顧スレバ十年ノ昔我美術協會創設ノ時代ニ於ケル刺繡工技ノ情態ハ如何ナリシカ恰モ第三回内國觀業
博覽會ノ開設ニ際シ斯業ニ從事スルモノ各自經營慘憺ノ大作ヲ出陳シ時ノ審査官某氏ヲシテ工技ノ精緻ナル宜ク之ヲ繡畫ト稱スベシト云ハシメキ實
ニ是維新後斯業進歩ノ一階段ニテアリシナリ而モ猶今日ヨリ見レバ意匠技術皆共ニ幼稚ニシテ繍畫ノ評ノ寧ロ過賞ナルヲ覺ユルモノアリキ後明治二
十八年第四回内國勸業博覽會アリ其間僅ニ五年ニ過ギズト雖モ用絲ノ染法ヲ研究シテ色彩ノ耐久ヲ計リ斬新ナル意匠ニ應センカ爲ニハ繍方ノ新ナル
モノヲ案出シ前期トハ頗ル面目ヲ更メタリシカバ不肖亦名譽ノ賞格ニ編入セラルゝノ榮ヲ得タリ是卽チ斯業進歩ニ於ケル第二ノ階段タリシナリ之ヨ
リ先泰西ノ畫法參酌シテ配色ノ濃淡光線ノ明暗等ヲ講究セントシ洋畫ヲ慕シテ其方ニ倣ハンコトヲ勉メタリシガ遂ニハ一種ノ洋畫風刺繍ヲ作出スル
ニ至リ隨テ又一種洋畫風繍工ナルモノ出來リテ今日ニアリテハ頗ル進境ニ入リシト雖𪜈此種ノ工人ハ徃々國風ノモノヲ繍フニ適セズ所謂彼ヲ採テ是
ヲ失ヒタルモノナルベク頗ル遺憾ニ堪ヘザルモノアリ然𪜈亦コレガ爲ニ繍技ニ革新ヲ與ヘタルコト少カラザレバ一得一失ハ數ノ免ルベカラサルモノ
トシテ恕スヘキモ將來ニ於テ両ナガラ並進シテ以テ完璧ノ境ニ達センコトヲ期セリ聊カ既徃十年間斯業ニ於ケル自家ノ經歷ヲ畧記シテ觀覽諸君ノ高
評ヲ仰ク　西村総左衛門誌」

〇京都美術協會創立十年紀年式（補）／本会の設立目的；「回顧スルニ明治二十二年十二月第三回内國觀業博覽會出品ノ事ニ就キ京都ノ美術
家實業家ノ會集數次ニ渉リ個々運動ノ不利益ヲ悟リテ茲ニ團体ノ必要ヲ感シ以テ協會ノ設立ヲ謀リ越ヘテ」
遺製遺愛品回顧展覧会におけるその他の主な出品；西村治兵衛：1件（遺製品の部）、7件（回顧展覧会の部）。飯田新七：2件（遺製品の
部）。川島甚兵衛：16件（回顧展覧会の部）。
〇紀年牌授與の人名（補）／川島甚兵衛は50円の寄付を行い記念金牌を授与された。

97 7 25

98 8 26

99 9 17

100 10 25
（日付不明）斎藤宇兵衛が、フランス政府よりオフィシエーダカデミー(Officier d
‘académie)記章を授与された。

〇巴里萬國大博覽會褒賞授與式／8月18日パリ万国博覧会場内において、シヤント、マルスの視察館において褒賞授与式が挙行された。日本の出品協会の丹羽、松波、大澤、瀧藤等10名余りが
燕尾服の襟に赤い布を掛けた装いで出席した。西村總左衛門は、普通工芸館の縫物部において名誉大賞を飯田新七とともに受賞した。
〇評議員會／9月28日午後5時、京都倶楽部において、評議員会が開催された。西村總左衛門は飯田新七、今尾景年他の各評議員および田中利七他の各常設委員とともに出席した。

〇贈呈／本年開催された新古美術品展覧会に尽力した各委員他138名に対して、慰労として帛紗1枚が贈呈された。帛紗は、縮緬地に茶色の柳
桜が染められたもので、模様（考案）は神坂雪佳、染は飯田新七によるものであった。

101 11 15 〇萬國大博覽會の褒賞／パリ万国博覧会出品のうち政府出品以外の普通工芸品において名誉大賞を獲得したのは、西村總左衛門、飯田新七、川島甚兵衛他であった。

102 12 11
〇美術學校々友會／京都市美術工芸学校において第6回校友会が開催され、11月1日より5日間にわたり製作品が校内に陳列され審査の上で、褒賞が授与された。西村總左衛門は神坂吉隆、飯田
新七とともに図案の審査を担当した。（補）

〇美術學校々友會（補）／校友会へは高崎知事、青木書記官、内貴市長、雨森議長、学務課員、市名誉職員、各学校長、本会役員、同校評議
員、同商議員、同審査員の来賓があった。図案への主な褒賞；進歩銀牌：高村隆輔[綴織應用図案]、優等銀牌：岡直造[織物図案]および[友禅
染窓掛図案]、中村吉藏[友禅図案]、岡田權之助[刺繍図案]。なお、絵画の審査員は今尾景年が原在泉、都路華香とともに務めた。

103 1 10

〇役員會／11月29日午後5時、京都倶楽部において、評議員常設委員役員会が開催され、西村總左衛門は飯田新七他とともに出席した。新古美術品展覧会について、幹事は昨今の「優等品」の
出品数の減少を鑑みて、奨励賞金を設定して優等品の出品を奨励方法を講じる調査委員会を設置し、西村總左衛門は同委員に、西村治兵衛、飯田新七、並川（河）靖之、藤井孫六、金子錦二、
三上幸三郎とともに指名された。
〇調査委員会／12月3日、平安茶話会において優等出品奨励に係る調査委員会が開かれ、西村總左衛門は飯田新七他とともに出席した。奨励賞金の財源確保のために、新たに京都美術奨励会を
立ち上げ、同奨励会の会員（報酬有）により賞金の拠出方法を協議するものとして、その発起人会の開催が決定された。
〇出品獎勵委員嘱託／第7回新古美術品展覧会の出品委員が高崎会頭より定められ、西村總左衛門は織物刺繍染物部出品委員の主任の嘱託を飯田新七他、西村治兵衛、清水半兵衛、伊達虎一、
廣岡伊兵衛とともに受けた。斎藤宇兵衛は川島甚兵衛、西村吉右衛門他とともに同部の出品委員に嘱託された。（補）
〇主任會／12月16日、京都倶楽部において各主任会が開かれた。西村總左衛門は飯田新七他とともに出席した。美術館内の展示配列について協議が行われた。

〇出品獎勵委員會／12月8日午後6時より、京都俱楽部において出品奨励委員会が開かれ、西村治兵衛、川島甚兵衛他が出席した。
〇出品獎勵委員嘱託（補）／その他の出品委員は、今尾景年が書画部出品委員を、神坂雪佳が金子錦二、谷口香嶠などと図案部委員のそれぞ
れ嘱託を受けた。

104 2 20
〇京都美術獎勵會成る／1月18日午後4時より、新古美術品展覧会の出品奨励に係る京都美術奨励会の発起人会が開催された。西村總左衛門は、西村治兵衛、川島甚兵衛他とともに出席した。京
都美術奨励会設立趣旨書には、西村總左衛門の他、西村治兵衛、飯田新七、今尾景年、川島甚兵衛を含む40名が発起人として掲載された旨が報じられた。

105 3 22
〇佛國大博覽會受賞者／大澤芳太郎が帰国した際に、パリ万国博覧会における、京都関係者の美術工芸分野での受賞について報告した。西村總左衛門は金牌2件、大褒賞1件を受賞したと報じら
れた。（製）

〇佛國大博覽會受賞者（製）／大澤芳太郎が報じた、西村總左衛門の受賞内容は以下の通り。金牌：〈窓掛〉〈友禪染〉、大褒賞：〈壁掛〉

106 4 30

〇美術獎勵會の買收鑑査／京都美術奨励会は、4月1日に開幕する新古美術品展覧会への出品準備が整備されたことをうけて、同会規則に従い出品作の購入に係る奨励会の物品購入鑑査員を定め
て、購入に着手した。西村總左衛門および斎藤宇兵衛は、主任の熊谷直行のもと、飯田新七、西村治兵衛、金子錦二、並河靖之、林新助ともに同委員に選定された。
〇審査員兼鑑査員嘱託／3月16日、（新古美術品展覧会に係る）審査員兼鑑査員が定められ、中澤岩太審査長のもとに、西村總左衛門は刺繍部主任を、部員の飯田新七、安田新造、小林久次
郎、竹内栖鳳とともに嘱託された。斎藤宇兵衛は染物部の部員の嘱託を主任の廣岡伊兵衛君のもと岡島卯三郎、谷口香嶠とともに受けた。（補）
〇鑑査會及び審査會議／3月30日午後1時より、鑑査会および審査会議が開かれた。斎藤（宇兵衛）は中澤審査長、今尾（景年）、竹内（栖鳳）他の各部の審査員とともに出席した。

〇審査員兼鑑査員嘱託（補）／その他の審査員につき、今尾景年は絵画部主任を、西村治兵衛は彫刻部主任および織物部部員を、飯田新七は
織物部主任を嘱託された。

107 5 31

〇新古美術品展覽會の褒賞授與式／5月5日午前11時半、岡崎町美術館において新古美術品展覧会の褒賞授与式が挙行された。西村總左衛門は審査員を務めることによる出品作の審査辞退に伴
い、飯田新七他とともに謝状が贈られた。謝状の本文：「本會開設ニ際シ優美ナル刺繍織物染物數種出品シ大ニ本會ノ光彩ヲ添フ然ルニ審査員ノ故ヲ以テ自己出品ノ審査ヲ辭セラル依テ爰ニ謝
狀ヲ贈與シ其特志ヲ表ス　明治三十四年五月五日」（補）
〇圖案の審査／4月28日、（新古美術品展覧会に係る）図案審査会が開かれ、斎藤宇兵衛は丹羽圭介、金子錦二、三上幸三郎、根岸昌雲、松室以忠、並河靖之、廣岡伊兵衛、鳥居喜兵衛、大澤
芳太郎とともに出席した。
〇比較審査／5月1日、（新古美術品展覧会に係る）各部比較審査会が開かれ、斎藤宇兵衛は今尾景年、西村治兵衛、飯田新七他とともに出席した。審査会では、受賞候補作を室内に展示し比較
鑑賞をした後に、製作者または出品者から解説が述べられた。

〇新古美術品展覽會の褒賞授與式（補）／新古美術品展覧会における主な受賞者；1等賞金牌：竹内栖鳳〈獅子〉、下村正太郎〈織物　大井川
模様繻珍女帯〉他。2等賞銀牌：西村治兵衛〈染物　縮緬友仙花模様〉。3等賞銅牌：西村吉右衛門〈笹模様清涼織〉。1等褒状：田中利七
〈天鵞絨織友仙　義貞刀流之図〉。図案授賞人；4等（1～3等該当者なしカ）：来野華嶂他（染物）。5等：吉川雅橋、平田愛次郎（ともに染
物）他。

108 6 25

〇第一回京都美術獎勵會結了／京都美術奨励会は、岡崎町美術館において挙行された新古美術品展覧会褒賞授与式にあたり、「優等作家」5名
へ奨励金を贈与した。また出品人のうち500件の購入を決定し、5月23日美術館内優待室において発起人会が開かれた。購入品は抽選で会員へ
分配されるため、その事前整理を飯田新七を含む8名が24・25日に実施した。26日午後1時から、美術館内優待室に会員約350名が参集し抽選
が行われた。川島織物合資会社は三宅清次郎製の〈筑前博多袋織鉄色男帯〉[12円40銭]が当選した。
〇京都彫技會第二回總集會／6月6日午後3時、京都議事堂において京都彫技会の第2回総集会が開催された。西村治兵衛は副会頭としての謝辞
を述べた。　
〇關西美術會成る／6月16日に、京都俱楽部において関西美術会の発会式が開催された。西村治兵衛は京都彫技会副会頭として祝辞を述べ
た。

109 7 27

〇京都美術協會總會／6月24日午後2時、京都市議事堂において第10回総会が開催され、西村治兵衛は会員総代として答辞を述べた。
〇臨時勸業委員／明治36年の大阪における第5回内国勧業大博覧会に向けて、市参事会市会および市公民より臨時勧業委員が選出された。京
都商業会議所も同様に委員を設置した。西村治兵衛は京都市参事会より、西村吉右衛門は京都商業会議所より、委員に選出された。
〇關西美術會／来る9日、関西美術会は会員を対象に競技批評会を開催した。飯田新七は同会の専任会計幹事の嘱託を受けた。

110 8 30

111 9 30

〇京都出品協會成る／第5回内国勧業大博覧会の準備に関して、京都市および商業会議所に設置される臨時勧業委員とは別に、京都市の出品勧奨に係る京都出品協会が設立され、西村（治兵衛
カ）市臨時勧業委員が議長のもとに発起人会が開催された。同会において役員が選定され、西村總左衛門は飯田新七、今尾景年、川島甚兵衛他とともに、評議員に選定された。斎藤宇兵衛は、
第1部の幹事を、第1部部長の上田正当のもと飯田政之助他とともに選定された。（補）
〇役員會／9月12日、京都倶楽部において、第8回新古美術品展覧会規則および予算などに関して役員会が開かれた。西村總左衛門を含め、飯田新七他19名の評議員、および川島甚兵衛を含む8
名の常設委員他が出席した。図案募集の褒賞が、懸賞ではなく他の美術品同様に審査による賞牌賞状の授与へ変更されるなどの協議が行われた。

▽京都帝室博物館第一回列品における西村總左衛門の出品；美術部第1区絵画の第1類「本邦筆蹟」
において、岸駒筆〈周茂叔圖〉絹本著色、1幅。第4区織繍物の第1類「本邦織製染製刺繡絞リ」に
おいて、西村總左衛門製〈布帛染乾圖塩瀨地友禪染刺繡入屏風〉六曲一双。（京都帝室博物館『京
都帝室博物館第一回列品目録』M34,9,15）

〇京都出品協會成る（補）／その他の役員について、会長の内貴甚三郎のもと、西村治兵衛は副会長および第2部長に、西村吉右衛門は第4部
部員に選定された。
〇聯合秋季展覽會／関西美術会および京都彫技会が共同で開催する、連合秋季展覧会について規則が定められ、西村治兵衛は副会頭、飯田新
七他は幹事に定められた。
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112 10 30

113 11 30

〇京都美術獎勵會第二回發企／11月7日、京都倶楽部において、新古美術品展覧会に係る京都美術奨励会の発起人会が、西村治兵衛（幹事）、飯田新七、川島甚兵衛、今尾景年他が出席のもと
に開催された。西村總左衛門は引き続き、西村治兵衛、飯田新七、川島甚兵衛、今尾景年他とともに発起人として名を連ねた。
〇聯合秋季展覽會の開閉／11月1日より2週間、御苑内博覧会会場において、関西美術会と京都彫技会による連合秋季展覧会が開催された。西村總左衛門は参考品として油画1件、および印刷物1
件を出品した。（作）
〇役員會／10月25日午後6時より、平安茶話会において役員会が開かれ、西村總左衛門は、飯田新七、今尾景年、川島甚兵衛他とともに出席した。出品奨励委員に関して協議され、西村總左衛
門は、織物刺繍染物部出品奨励委員の主任を西村治兵衛および飯田新七他とともに嘱託された。斎藤宇兵衛は、同委員の嘱託を川島甚兵衛、小林久次郎他とともに受けた。

〇聯合秋季展覽會の開閉（作）／西村總左衛門の出品；参考品油画において〈景色、フクロ嶋、瀑
布、牛、紅葉〉、参考品印刷物において〈銅版人物画〉3件

〇出品獎勵委員會／10月13日午後1時より、平安茶話会において来年開催予定の新古美術品展覧会の出品奨励委員会が開かれた。織物刺繡染
物部においては、主任の廣岡伊兵衛、川島甚兵衛、佐々木清七、瀬川藤兵衛が出席した。

114 12 30 〇新年の博物舘／1月1日より、京都帝室博物館で予定されている勅題の新年梅および干支の寅に関連する書画幅を展示において西村總左衛門は2件の絵画を出品した。（作）
〇新年の博物舘（作）／西村總左衛門の出品；円山応挙筆〈猛虎図〉1幅、岸竹堂筆〈猛虎図六曲
屏風〉一双

〇出品獎勵打合會／12月14日午後5時、京都俱楽部において（新古美術品展覧会に係る）織物商部について出品奨励の打合せ会が開催され、
西村治兵衛、飯田新七、川島甚兵衛他が出席した。織物の出品が減少していること、締切期日を守らないこと、品質の低下など、様々な課題
について協議された。

115 2 3

116 2 28 2月23日　12代西村總左衛門に叙勲六等授瑞宝章が授与された。
〇美術史上引用の遺物と名品／『日本帝国美術略史』に掲載予定の作品のうち、西村總左衛門は3件の所蔵作品が掲載される。（作）
〇實業家の叙位叙勳／2月23日、農商務省を経て賞勲局より、西村總左衛門は、飯田新七、川島甚兵衛他とともに叙勲六等授瑞宝章を授与された。京都ではこの3名のみが叙勲された。

〇美術史上引用の遺物と名品（作）／『日本帝国美術略史』に掲載予定の西村總左衛門の所蔵作
品；野村宗達筆〈草花図屏風〉一双、円山応挙筆〈保津川真景屏風〉、岸駒筆〈孔雀図〉

117 3 28

〇主任會／3月20日午後1時、美術館において、（新古美術品展覧会に係る）新製品各部主任会が開催された。西村總左衛門は金子（錦二）、廣岡（伊兵衛）他とともに出席し、展示割当てを定
めた。
〇京都美術沿革史／本会の創立背景について記述された。その中で、北垣國道のもと、西村總左衛門が、西村治兵衛、飯田新七他と協働した旨が紹介された。また、緑綬褒章が授与された会員
12名のうちの一人として、西村總左衛門、飯田新七、川島甚兵衛他が、さらに、また本会功労状を授与された26名のうちの1人として、西村總左衛門、斎藤宇兵衛の他、西村治兵衛、飯田新
七、今尾景年、川島甚兵衛などが列挙された。

118 4 30

〇審査員嘱託／3月25日、第8回新古美術品展覧会に係る審査員が大森会頭により嘱託された。なお、審査員は鑑査員を兼務する。中澤岩太審査長のもとに、西村總左衛門は刺繍部主任の嘱託
を、部員の飯田新七、安田新造、小林久次郎、竹内栖鳳とともに受けた。斎藤宇兵衛は染物部の部員嘱託を、主任の廣岡伊兵衛君のもと岡島卯三郎、内藤友次郎、谷口香嶠とともに受けた。
（補）
〇審査會議／4月16日午前8時より、美術館内の審査事務所において審査会議が開催され、斎藤（宇兵衛）は、西村（治兵衛）、今尾（景年）とともに出席した。

〇審査員嘱託（補）／その他の主な審査員につき、今尾景年は絵画部主任、西村治兵衛は織物部部員、飯田新七は織物部主任、それぞれの嘱
託を受けた。
〇新作品／新古美術品展覧会における新作品は、例年と比較しても目覚ましい進歩は認められなかったが、その種類においては新機軸を出す
ものも中には含まれていた。

119 5 28

〇展覽會陳列目錄／4月1日より、岡崎町美術館において、第8回新古美術品展覧会が開催された。西村總左衛門は、新製品刺繍1件を出品した。（製）（補）
〇展覽會褒賞授與式／5月7日、岡崎町美術館において新古美術品展覧会の褒賞授与式が挙行された。西村總左衛門は審査員を務めることによる出品作の審査辞退に伴い、飯田新七他とともに謝
状が贈られた。謝状の本文：「本會開設ニ際シ刺繍暮林幽趣図四曲屏風ヲ出品シ大ニ本會ノ光彩ヲ添フ然ルニ審査員ノ故ヲ以テ自己出品ノ審査ヲ辭セラル依テ茲ニ謝狀ヲ贈與シ其特志ヲ表ス　
明治三十五年五月七日　京都美術協會々頭　從三位勳二等　大森鐘一　西村総左衛門殿」（補）

〇展覽會陳列目錄（製）／第8回新古美術品展覧会の西村總左衛門の新製品刺繍部門における出品：〈刺繍四曲屏風幽趣図〉（代金未表示）

〇展覽會陳列目錄（補）／第8回新古美術品展覧会におけるその他の新製品の出品につき、西村治兵衛は織物部3件および染物部1件を、西村
吉右衛門は織物部3件、飯田新七は織物部5件および刺繍部1件、川島織物会社は織物部2件を出品した。また木島櫻谷は〈咆哮〉[200円]を出品
した。
〇展覽會褒賞授與式（補）／第8回新古美術品展覧会における主な受賞（抜粋）；1等賞金牌：飯田新七〈刺繡　闘鷄図額面〉、評価：「技術
精緻ニシテ品位亦タ高雅ナリ妙技最モ嘉賞スベシ」。2等賞銀牌：木島櫻谷〈絵画　咆哮〉、川島織物会社〈織物　柳桜唐織丸帯〉、西村治兵
衛〈西洋草花友禅染〉。3等賞銅牌：古谷紅麟〈図案　室内装飾〉、平田秋穂〈友禅図案蔦模様〉、高村隆輔〈羽織裏図案近江八景〉。4等賞
木盃における図案受賞者（抜粋）：三崎彌三郎、中西三郎、河原金次郎。1等褒状における図案受賞者（抜粋）：吉川雅喬　大八木小三郎、橋
本文英他。2等褒状における図案受賞者（抜粋）：勝山嘉之助、樫本正太郎他。

120 6 30

121 8 4

122 8 29
〇第二回美術獎勵會收支決算／京都美術奨励会は、同会会員に対して報酬物品（購入品）を分配した。（分配の）重なった主な製品は以下の
通りであった：岩佐吾一郎に対して、西村治兵衛出品〈縮緬友禪染霞牡丹図〉一匹［35円50銭］

123 9 28

124 10 28

125 11 29

126 12 20

127 1 31

128 2 28
〇美術品の鑑査及落／2月3日、第5回内国勧業博覧会への出品鑑査が終了した。鑑査品総数3427件の内、出品を許可されたものが856件であった。西村總左衛門は、第8科：染織および刺繡（総
数42件）において、5件の出品を許可された。（製）（補）

〇美術品の鑑査及落（製）／西村總左衛門が、第8科において許可された出品：〈刺繡　富士山〉、〈刺繍　白熊〉、〈刺繡　花鳥屏風〉、〈刺繡　
虎〉、〈刺繡　鷲〉。

〇美術品の鑑査及落（補）／第5回内国勧業博覧会に係る鑑査員（抜粋）について、第1科：日本画において主任の正木直彦のもと今尾景年他
が、第8科：染織、刺繡類において主任の山口務のもと平山英三、今泉雄作、井手馬太郎、金子錦二、塩田真、前田健次郎が務めた。出品を許
された者はその他に、第8科：染織及刺繍（総数42件）において、西村治兵衛が2件、飯田新七が9件、川島甚兵衛が2件の、それぞれ出品を許
可された。第11科：美術工芸の図型（総数53件）において古谷紅麟が1件、栗本保太郎が2件、平田秋穂が2件、岡田權之助が2件、下村玉廣が
1件、猪飼敬眞が1件の出品を、それぞれ許可された。第1科：日本画（総数458件）においては、木島櫻谷〈搖落〉他が出品を許可された。

129 3 30

130 4 30

131 5 28
〇御買上品／天皇陛下は4月20日から5月5日まで、皇后陛下は4月20日から5月6日まで、第5回内国勧業博覧会等を観覧された。同博覧会にて両陛下は出品作を買上げられた。西村總左衛門出品
作のうち、友禅染製品1件が天皇陛下により買上げられた。（製）（補）

〇御買上品（製）／買上げられた西村總左衛門の出品；〈友禅染　天鵞絨鷲図壁掛〉原画：木島櫻谷、染工：藤井喬秀および赤井邦三郎による合作
[550円]

〇御買上品（補）／その他の天皇陛下によるお買上品（抜粋）；木島櫻谷筆〈搖落〉[100円]、飯田新七〈刺繍　富士図掛額〉原画：橋本雅
邦、繡工：小川竹次郎[500円]。皇后陛下によるお買上品（抜粋）：川島甚兵衛〈織物　綴錦芦雁図屏風〉[2800円]
○天覽に供せし書畫目錄／第3回海軍大観艦式および第5回内国勧業博覧会を観覧するために京都御所に長期滞在する、天皇皇后両陛下に向け
て、京都市中社寺および個人所蔵の名宝を天覧に供した。第2回（天覧）4月22日において西村治兵衛は（中林）竹洞筆〈西園雅集図〉1幅を
出品した。
〇京都美術沿革史／巻末に掲載の京都美術沿革史において古代から中世における刺繡についての論説が掲載された。

132 6 30

〇古美術品展覽品／京都市の委託により、本会は3月15日から古美術品展覧会を岡崎町美術館にて開催された。同展覧会では、十六式飾および別室（階上）にて各地から収集された古美術品が
展示された。西村總左衛門は、6月5日開幕の第7回陳列において、絵画2件を出品した。なお、一連の展覧会にて展示された十六式飾りを収録した図版本『舊儀十六式図譜』が発行予定（※131
号に掲載）。（作）

〇古美術品展覽品（作）／西村總左衛門の出品；狩野探幽筆〈山水図屏風〉一双、円山応挙筆〈秋
野曉望図〉1幅

133 7 31 〇名譽金銀賞牌の受領者／第5回内国勧業博覧会において、名誉金牌または名誉銀牌を獲得した出品者が紹介された。西村總左衛門は刺繍および友禅染1件において名誉銀牌を獲得した。（補）
〇名譽金銀賞牌の受領者（補）／その他に名誉金牌または名誉銀牌の獲得を報じられた出品者（抜粋）；飯田新七は染織物および刺繍におい
て名誉金牌、堀川新三郎は織布捺染において名誉銀牌。

134 9 30

〇協賛狀を受く／第5回内国勧業博覧会に1等または2等を受賞した出品者等に対して、協賛状が副総裁清浦圭吾より贈られた。西村總左衛門出品作においては、携わった3名の製作関係者に対し
て、協賛状が贈られた。（製）（補）
〇京都美術沿革史／「刺繍」の章における西村總左衛門に関する記述（抜粋）：「同（明治）十三年西村總左衛門新意匠ヲ出シ繻子ニ採絲ヲ用テ山水華鳥ノ刺繡ヲ施シ屏風、衝立、或ハ帛紗、
ヲ造ル世人ノ稱讃スル所トナル是則刺繡復舊シテ隆盛ヲ致セルノ因緣ナリトス」

〇協賛狀を受く（製）／協賛状を獲得した西村總左衛門出品作の関係者；西村總左衛門出品1等賞〈刺繍雙虎図壁掛〉繍工　小林久次郎、西村總左
衛門出品2等賞〈天鵞絨友禅嵐山図壁掛〉染工　藤井喬秀、西村總左衛門出品2等賞〈天鵞絨友禅銀世界壁掛〉染工　藤井繫太郎

〇協賛狀を受く（補）／その他に、協賛状を獲得した主な出品者等；飯田新七出品1等賞〈天鵞絨友禅世界三景図壁掛〉染工柳原蘆江、飯田新
七出品1等賞〈刺繍獅子図壁掛〉繍工加藤鉄次郎。今尾景年〈水墨古木竹石〉および〈深山の春渓間の秋双屏〉。

135 10 31
〇京都市の出品／アメリカのセントルイス（聖路易）万国博覧会へ京都から出品予定の美術品について報じられた。西村總左衛門は刺繍壁掛、刺繍屛風、天鵞絨友禅屛風、刺繍額4件を出品予
定であった。出品作は12月1日までに東京市へ輸送される。（補）

〇京都市の出品（補）／その他のセントルイス（聖路易）万国博覧会へ京都から出品予定の美術品；西村治兵衛は塩瀬地屏風および綴錦壁
掛。飯田新七は刺繍壁掛3件、天鵞絨友禅壁掛2件、刺繍屏風2件、刺繍額2件。川島甚兵衛は綴錦壁掛2件、本国織額。

136 11 30

〇京都圖案協會／京都市の図案家らによって、図案の研究を目的に設立された図案精栄会は京都図案協会に改称し、公に図案の審査会を実施
した。図案は10月22日および23日に鴨東有楽館に陳列された。受賞者（抜粋）；銀牌：猪飼敬眞、下村玉廣、古谷紅麟、平田秋穂、高田鶴
洲。銅牌：岡田紫郊、辻松喬 他。木牌：橋本文英、上野清江 他。

137 12 30

〇美術學校評議員嘱託／11月21日の京都市参事会において京都美術工芸学校評議員規程の改正が決議された。評議員について、中澤岩太、雨森菊太郎、中野忠八、林長次郎、西村治兵衛の5氏
が嘱託され、さらに24日、任期満了を迎えた商議員に対して感謝状が贈られるとともに、任期が更新された。西村總左衛門は今尾景年、飯田新七、小林久次郎他とともに、再度商議員を務め
る。
〇委員嘱託／第9回新古美術品展覧会における出品奨励委員が嘱託された。西村總左衛門は新製品部織物刺繍染物部において刺繍部主任の嘱託を、斎藤宇兵衛は、新製品部織物刺繍染物部の委
員の嘱託を清水半兵衛他とともに受けた。（補）

▽京都帝室博物館第二回列品における西村總左衛門の出品；第4区織繍物の第1類「本邦織製染製刺
繡絞リ」において、西村總左衛門製〈観世音菩薩蔵刺繡額〉1面、同〈布帛染乾圖塩瀨地友禪染刺
繡入屏風〉六曲一双。（京都帝室博物館『京都帝室博物館第二回列品目録』M36,12,28）

〇委員嘱託（補）／その他の主な出品奨励委員について、今尾景年は新製品部絵画および図案部の主任を、飯田新七は新製品部織物刺繡染物
部の織物部主任を、西村治兵衛は同部染物部の主任をそれぞれ嘱託された。

138 1 31
〇聖博出品鑑査合格／12月20日より、東京上野美術協会陳列館において、セントルイス万国博覧会の出品に係る鑑査が行われた。西村總左衛門は7件の出品が認められた。（製）（補）
〇主任會／12月23日午後より、平安京茶話会において本会主任および一部の部員の参加する会議が開かれ、斎藤宇兵衛は、西村治兵衛他とともに出席した。

〇聖博出品鑑査合格（製）／セントルイス万国博覧会において、許可された西村總左衛門の出品：〈春暖　刺繡壁掛〉、〈松に鶴　刺繡屛風〉、
〈月に雁　天鵞絨友禅屏風〉、〈春　扁額刺繡〉、〈夏　扁額刺繡〉、〈秋　扁額刺繡〉、〈冬　扁額刺繡〉。

〇聖博出品鑑査合格（補）／セントルイス万国博覧会において、許可された出品者（抜粋）；飯田新七6件、西村治兵衛2件。工芸図案部門に
おいては、平田秋穂、下村玉廣、高山與三吉、上野清江、十二町貞吉、坂 金太郎。

139 2 29

〇京都美術沿革史／「釆染」の章における西村總左衛門に関する記述（一部抜粋）；「明治六年京都博覽會ノ創設アリ復タ巧藝進歩ノ兆候ヲ呈シ第三回内國觀業博覽會ニ於テ驚クベキ改良ヲ視
ルヲ得タリ此時ニ當リテ西村總左衛門熱衷シテ其回復ヲ謀リ計畫百方苦刻勵精岸竹堂ヲシテ其下圖ヲ畫カシメ巧ニ之ヲ應用シ鮮美艶麗ナル精華ヲ發揮ス宛然密彩ノ畫ノ如シ其開進未ダ曾テ視ザ
ル所ナリ殊ニ衣服ノ料ニ止マラズ其適用亦太ダ汎ク需用海外ニ及ブ終ニ其聲價ヲ得テ其偉効ヲ表現ス後又飯田新七天鵞絨友僲ノ染法ニ力ヲ盡シ盛ニ製作シテ稍ク高雅ノ趣致ヲ顯揚ス」、「〇西
村氏總左衛門天資温恭少時畫ヲ好ミ岸竹堂ノ門ニ入リ心ヲ丹青ニ潜ム其先寧樂ノ人慶長九年甲辰中興ノ祖總左衛門居ヲ京師ニトシ創メテ商店トナル即チ織物采染ヲ鬻キ公武家ノ装束ヲ調進スル
ヲ以テ業ト爲ス爾後累代之ヲ繼襲シ既ニ九世ニ及ブ幾ント三百年間連綿タリ　子（12代西村）ハ明治五年五月家名ヲ嗣ギ其名稱ヲ襲フ志操素ヨリ製作ノ考案ニ巧ナリ曾テ機織采染ノ舊套ヲ改良
シ家業ノ擴張ヲ謀ラントシテ先ヅ彩染乃チ友僊ヲ進化セシメ其販路ヲ開カント期シ辛苦經營更ニ他意ナシ」

140 3 30 〇京都美術沿革史／明治6年から明治33年のパリ万国博覧会までの、西村總左衛門の染物、刺繍、織物に関する活動についての記述が掲載された。
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141 4 30
〇審査員嘱託／3月24日から開催した、第9回新古美術品展覧会の審査員が定められた。審査長兼鑑査長のもと、西村總左衛門は刺繍部の主任を同部の審査員の谷口香嶠、飯田政之助、安田新
造、小林久次郎とともに嘱託された。斎藤宇兵衛は染物部の審査員の嘱託を、主任の西村治兵衛のもと、鶴卷鶴一、谷口香嶠、廣岡伊兵衛、嶋村善助とともに受けた。（補）

〇新任帝室技藝員／今尾景年が望月玉泉他とともに、帝室技芸員へ任命された。
〇審査員嘱託（補）／その他の主な審査員兼鑑査員について、今尾景年は絵画部の日本画主任を嘱託された。西村治兵衛は、織物部の審査員
兼鑑査員を、神坂雪佳、飯田政之助他とともに嘱託された。図案部は主任の武田五一のもと、谷口香嶠、神坂雪佳、伊東陶山、伊達虎一、廣
岡伊兵衛が審査員兼鑑査員の嘱託を受けた。
〇展覽會／4月1日より、岡崎町美術館において、第9回新古美術品展覧会が開催された。婚礼の部屋飾りが展示され、飯田新七は式服5件、頭
飾2件、用具3件を出品した。一方、「元祿樣に傚ふ明治の花見」の展示において、西村治兵衛は、花見幕4件を出品した。
〇審査會議／30日午前10時、（美術館）優待室において審査会議が開かれた、今尾（景年）、飯田（新七）他が出席した。
〇新製品陳列替／16日午後1時より、花見幕飾の陳列替が実施され、金子主任、廣岡、島村、西村の各代理者が参加した。

142 5 30

〇褒賞授與式／5月10日午前11時、（岡崎町）美術館において第9回新古美術品展覧会褒賞授与式が挙行された。西村總左衛門は、審査員を務めたことによる、刺繍出品作への審査辞退に伴い、
西村治兵衛他とともに謝状が贈られた。謝状の本文：「本會開設ニ際シ精巧ナル〇〇ヲ出品シ大ニ本會ノ光彩ヲ添フ然ルニ審査員タルノ故ヲ以テ自己出品ノ審査ヲ辭セラル依テ茲ニ謝狀ヲ贈與
シ其特志ヲ表ス」※〇〇は出品内容により変更される。（補）
〇新製品鑑査／4月20日午後1時より、絵画・図案・織物・刺繍・染物各部の鑑査が実施された。金子（錦二）鑑査幹事のもと、西村（總左衛門）は、西村（治兵衛）、今尾（景年）、浅井
（忠）、鶴卷（鶴一）他とともに出席した。
〇審査総會／5月2日午前10時より、本館内において、審査総会が開かれ、中澤審査長、西村（總左衛門または治兵衛）、斎藤（宇兵衛）、飯田（政之助）、今尾（景年）他が出席した。

〇新婦の部屋追加出品／第9回新古美術品展覧会における婚礼の部屋飾りおよび花見幕において、以下の製品が追加出品された。婚礼の部屋飾
り（新婦の部屋）；西村治兵衛〈襦袢地友禪縮緬川取に鶴模樣〉および〈同紅地枝垂桜〉、花見幕；西村治兵衛〈縮緬友禪柴舟〉、〈同　巖
上松〉、〈同　白地菱花形〉、〈同　配彩鱗形〉、〈縮緬金糸入友禪櫻川〉、〈同　〆切正羽能紋〉、〈匹田元祿模樣〉、〈縮緬友禪石
橋〉、飯田新七〈繻珍波斯模樣女帶〉
〇褒賞授與式（補）／出品人総代として飯田新七が答辞を述べた。その他の主な受賞者について、1等賞金牌を飯田新七〈織物　繻珍波斯模樣
帶地〉が、2等賞銀牌を飯田新七〈刺繡　松ニ鷹四曲屛風〉、木島櫻谷〈繪畫　桃花源〉が、3等賞銅牌を飯田新七〈染物　獅子模樣天鵞絨友
禪壁掛〉が獲得した。図案では、3等賞銅牌を山田香雨、田畑庄三郎、4等賞を水田靜廣、水上香邨、靑木幸次郎、千熊鶴湖、小林玉年、馬島
香春、宇野義行が獲得した。

143 6 30 　

144 7 31

○評議員會／6月24日午後5時、祇園中村楼において、評議員会が開かれ、西村總左衛門は飯田（新七）、今尾（景年）他とともに出席した。
〇委員嘱託／6月27日、本会第12回総会開催にあたり各委員が定められ、斎藤宇兵衛は接待係の嘱託を受けた。
〇第十二回總會／7月2日午後2時、京都市議事堂において、第12回総会が開催された。役員の改選に伴い、総会前の役員一覧が掲載され、西村總左衛門は、評議員として、西村治兵衛、飯田新
七、今尾景年他とともに名を連ねた。（補）

145 8 31

〇意匠俱樂部成る／本会評議員の金子錦二が意匠俱楽部を「東山萬壽芲歌仙堂」に興した。規則により、同会員は毎月15日午後、本部において意匠図案の研究会を行うことが定められた。斎藤
宇兵衛は、広岡伊兵衛らとともに同倶楽部の発起人として名を連ねた。（京都）日出新聞に、金子錦二の語る創立の趣旨が掲載され、西村總左衛門における月々の図案研究会について以下の通
り言及した。「美術工藝百般の意匠圖案ヲ攻究スルヲ目的トス（略）近來京都にては京高工、京美工の二校に京都圖案會といふ意匠圖案の研究所が鼎立してあつて、（略）外には西陣に織物圖
案會がある、友禪協會に定期の圖案がある、（略）飯田、三井の呉服店に圖案部があれば西総の店員職工にも月々圖案研究會がある」（補）
〇評議員嘱託／8月18日に本会評議員が30名に嘱託された。西村總左衛門は、西村治兵衛、飯田新七、今尾景年他とともに再任された。第12回総会において決議された。

〇意匠俱樂部成る（補）／金子錦二による意匠倶楽部の創立趣旨（一部抜粋）「物を造るには資金家と意匠家と圖案家と製作家の四拍子が揃
はなくては出来ぬものだ（略）小さく之を京都の上に見ると（略）目下京都の商工界の狀態を見渡すと圖案もある製作もある、資金家が之を
操縱して却々の物が造られて行くといふ實況（略）歐米の刺衝を受けて圖案の必要を講ぜられ、圖案先づ成りても唯紙上の美觀を添へるに過
ぎぬ、デ之を資金家に質す（略）單に圖案家の意匠に一任するからの錯誤であるのだ（略）日本否京都の現況として別に意匠家の一旗幟を見
るに至らぬ限りは之を資金家に於て兼有するが至當だ（略）約すれば實業家が進んで意匠家を兼ね、圖案家製作家を益して然して自個を益し
たらば四拍子揃ふて悔惜する處は微少であらうといふので。此意匠俱樂部を創設した譯抦なのだ」

146 9 30

〇聖博の日本品／本年の2月から8月まで、セントルイス（聖路易）万国博覧会を視察した錦光山（宗兵衛）が、京都市のために商業会議所において談話した。西村總左衛門について以下の通り
言及された。「▲美術舘／本舘は各舘中の呼び物にして西村治兵衛、飯田新七、西村総左衛門氏の出品は非常の注意を惹き一言之を評すれば唯例に依つて例の如く盛んなりと云ふの外なく」
「▲美術舘に於ける日本品／美術舘に於ける日本の出品にて觀覽人の視線を惹く者は矢張り千総、高島屋の刺繡壁掛其他川島甚兵衛氏の綴錦等なるが」

147 10 31

148 11 30

〇聖博の褒賞／セントルイス（聖路易）万国博覧会の美術品において、日本からの出品のうち、合計で、大賞牌6個、金賞牌28個、銀牌41個、銅賞牌19個を受賞した。西村總左衛門、西村治兵
衛、飯田新七、今尾景年他は賞牌を受賞した。（補）
〇評議員會／11月9日午後4時、河原町京都能楽堂において、評議員会が開かれ、西村總左衛門を含む、飯田（新七）他が出席した。展覧会の陳列設備や予算に関する調査委員を設置することが
決定された。
〇委員嘱託／11月10日、第10回（新古美術品）展覧会陳列設計および予算調査委員が嘱託され、西村總左衛門、飯田新七、神坂雪佳他、合計8名が嘱託された。
〇委員會／11月12日午後4時、河原町京都能楽堂において、（第10回展覧会陳列設計及予算調査）委員の8名が、第10回展覧会陳列の設計に関して協議した。新製品陳列において、洋風室内装
飾、抹茶室、春の野遊びとして、各部総合展示を実施することに決定した。
〇委員嘱託／11月15日、（第10回新古美術品展覧会）における新製品陳列予算などに関する調査委員が嘱託された。西村總左衛門および斎藤宇兵衛は、西村治兵衛、飯田新七、今尾景年、神坂
雪佳他とともに同委員の嘱託を受けた。
〇同會／11月19日、（河原町）京都能楽堂において、洋風室内装飾に関する調査委員会が開かれ、斎藤宇兵衛の他、飯田新七、神坂雪佳、金子錦二が出席した。

〇聖博の褒賞（補）／川島甚兵衛は大賞牌を受賞した。
〇我が總裁宮殿下／伏見宮貞愛親王がセントルイス万国博覧会を視察し、以下の贈品を伴って、アメリカ大統領のセオドア・ルーズベルトに
接見した。ルーズベルト大統領宛の贈品：〈牡丹孔雀図刺繡御屏風〉一双、〈桐模様七宝花瓶〉1対。同夫人宛の贈品〈百花百鳥図刺繡屏風〉
一双、〈桜花爛熳模様銀鉢〉1台、〈真珠入細工物〉数個。（ジョン・）ヘイ国務卿宛の贈品：〈富士山と農業図刺繡屏風〉一双、〈金剛拳模
様七宝花瓶〉1対。同夫人宛〈東山大極殿図刺繡屛風〉一双、〈矍粟模様七宝花瓶〉1対、〈真珠入細工部〉数個。
〇調査委員會／11月18日、京都能楽堂において、第10回新古美術品展覧会の新製品の織染部に続いて調査委員会が開かれ、西村治兵衛、飯田
新七他が出席した。
〇同會／11月21日、京都能楽堂において、絵画部に関して調査委員会が開かれ、今尾（景年）、神坂（雪佳）他が出席した。

149 12 29
〇役員會／12月27日、京都能楽堂において、（第10回新古美術品展覧会）の予算成立に伴い、役員会が開かれ、西村總左衛門は、西村治兵衛、飯田（新七）、今尾（景年）他とともに出席し
た。

150 1 31

〇勅題と干支による珍什／1月1日より、京都帝室博物館の陳列の中に特別区画が設けられ、歌会始の勅題の新年山および干支の巳に関連する書画幅が展示された。西村總左衛門は1件の絵画を
出品した。（作）
〇委員嘱託／第10回新古美術品展覧会の開設について、同展覧会における出品奨励委員が嘱託された。西村總左衛門は新製品部織物刺繍染物部において刺繍部主任の嘱託を、一方、斎藤宇兵衛
は、新製品部織物刺繍染物部の委員の嘱託を清水半兵衛他とともにそれぞれ受けた。（補）

〇勅題と干支による珍什（作）／西村總左衛門の出品；狩野尚信筆〈富士左右足高山三保松原図〉
3幅[絹本著色、団扇形、欵　自適齊筆、白文瓢形印（印文不明）朱文狩野方印二]

▽「明治三十八年京都帝室博物館 新年陳列」における西村總左衛門の出品；「御題（新年山）に
因ミアル絵画之部」において、欵自適齊筆〈富嶽左右足高山三保松原図〉絹本著色、3幅（京都帝
室博物館『明治三十八年京都帝室博物館 新年陳列目録』M38,1,31）

〇委員嘱託（補）／その他の出品奨励委員について、今尾景年は新製品部絵画図案部の絵画主任を、神坂雪佳は同図案主任を、飯田新七は新
製品部織物刺繡染物部の織物主任を、西村治兵衛は同部友禅主任を、広岡伊兵衛は同部染物主任をそれぞれ嘱託された。
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〇委員會／2月11日、第10回新古美術品展覧会織染繍部の委員会が開かれ、出品事項が協議され分担が定められた。西村總左衛門は、冬の間の和洋折衷室の陳列において、四面屛風衝立1件を出
品する予定である。（補）

〇本誌發行印刷人變更／1月中に、田中治兵衛が東京へ移住することに伴い、2月から本会書記の中山常世が本会雑誌の発行兼印刷人を担当す
る。
〇委員會（補）／その他の展示について、秋の間の書斎兼着衣室の陳列において、西村治兵衛が女物の襦袢を、冬の間の裁縫室の陳列におい
て西村治兵衛が襦袢地を、冬の間の和洋折衷室の陳列において、川島（甚兵衛）が窓掛を、飯田（新七）がテーブル掛　掛額を、冬の間の茶
室の陳列において飯田（新七）が黒紋付裾模様上着、緋中着、白下着、上締上締、帯締、茶帛紗を、ぞれぞれ出品した。
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〇聖博出品各國の意匠／京都市からアメリカへ留学している澤田誠一郎の執筆による、セントルイス万国博覧会の各国の工芸意匠図案についての報告が日出新聞に掲載された。西村總左衛門
は、日本に関する記事の中で以下の通りに言及された。報告（一部抜粋）：「染物に於ては西村治兵衛氏の塩瀬地本友仙染の屏風等は見るべき物にして刺繡に於ては西村総左衛門氏の四季の風
景飯田新七氏の獅子の圖及び雪中の鳥及び田中利七氏の出品等は其の主なる物なり。織物に於ては西村治兵衛氏の壁掛及び川島甚兵衛氏の蒙古襲来の綴錦にして共に見るべき（略）全部に於て
遠近なきが爲め其の配色上主眼点を失ひ、のみならず圖の構造複雑に過ぎたるの感あり」
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〇第十回新古美術品展覽會の出品／4月1日より、岡崎町美術館において、第10回新古美術品展覧会が開幕した。西村總左衛門は刺繍の部に1件、西村總左衛門北店は輸出部に2件を出品した。
（製）（補）
〇審査員嘱託／3月28日から開催された、第10回新古美術品展覧会の審査員が嘱託された。法学博士の木下廣次審査長のもと、西村總左衛門および斎藤宇兵衛は刺繍部審査員の嘱託を、主任の
丹羽圭介、田中利七、飯田新七、神阪雪佳とともに受けた。（補）
〇審査會／3月29日午前10時、優待室において審査会が開かれた。斎藤（宇兵衛）は今尾（景年）、浅井（忠）他とともに出席した。
〇鑑査施行／4月5日午前10時より、鑑査が行われ、出席員木下鑑査長のもと、斎藤（宇兵衛）は飯田（新七）、今尾（景年）、浅井（忠）他とともに出席した。
〇鑑査施行／4月13日午後1時より、美術工芸部の鑑査が実施され、斎藤（宇兵衛）は、飯田（新七）、神坂（雪佳）他とともに出席した。

〇第十回新古美術品展覽會の出品（製）／刺繡の部における西村總左衛門の出品；四曲屏風〈四季の風景〉［1800円]、輸出品部における西村總左
衛門北店の出品：〈綴錦織鳳凰図壁代〉、〈刺繡藤花小禽図四曲屏風〉

〇第十回新古美術品展覽會の出品（補）／その他の出品について、西村治兵衛は織物の部に2件、染物の部に2件、冬の間裁縫室の陳列に2件
を出品した。飯田新七は織物の部に2件、染物の部に1件、輸出品部に2件、夏の間休憩室の陳列に1件を出品した。川島甚兵衛は織物の部に2
件を出品した。
〇審査員嘱託（補）／今尾景年は絵画部の主任を嘱託された。織物部には、主任の金子錦二のもと、飯田新七他が嘱託を受けた。染物部の審
査員の嘱託を、主任の丹羽圭介のもと、西村治兵衛、下村正太郎他が受けた。装飾画および図案部の審査員は、主任の河原徳立のもと谷口香
嶠、神坂雪佳、武田伍一が嘱託された。
〇審査施行／4月21日、美術部の審査が実施され、今尾（景年）が竹内（栖鳳）、浅井（忠）他とともに出席した。
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〇美術の參考品／第10回新古美術品展覧会に出品された参考品のうち、西村總左衛門は絵画1件を出品した。（作）
〇第十回新古美術品展覽會褒賞授與式／5月8日、岡崎町美術館において新古美術品展覧会の褒賞授与式が挙行された。西村總左衛門は審査員を務めることによる、刺繍および輸出品の出品への
審査辞退に伴い、飯田新七他とともに謝状が贈られた。刺繍における謝状の本文：「本會開設ニ際シ精巧ナル某品ヲ出陳シ大ニ本會ノ光彩ヲ添フ然ルニ審査員ノ故ヲ以テ自己出品ノ審査ヲ辭セ
ラル依テ茲ニ謝狀ヲ贈與シ其特志ヲ表ス　明治三十八年五月八日　京都美術協會頭　從三位勳二等　大森鐘一」。輸出品における謝状の本文：「本會施設展覽會輸出品陳列塲ヘ某品出品之レア
リ爲ニ本會ノ陳列ニ一層ノ光彩ヲ加ヘ滿足ノ至リニ候仍テ茲ニ謝狀ヲ贈呈シ其特志ヲ表ス　明治三十八年五月八日　京都美術協會頭　從三位勳二等　大森鐘一」（製）（補）
〇審査施行／4月24日午後1時、美術工芸部の審査が実施され、斎藤（宇兵衛）が西村治兵衛、飯田（新七）他とともに出席した。
〇比較審査／4月29日午後10時、美術工芸部の比較審査が実施され、斎藤（宇兵衛）が西村治兵衛、飯田（新七）他とともに出席した。
〇委員嘱託／来る8日に実施される褒賞授与式挙行に伴い、5月1日に各委員が嘱託され、斎藤宇兵衛は小林久次郎、原在泉他とともに接待係に定められた。

〇第十回新古美術品展覽會褒賞授與式（製）／謝状贈呈の対象となった輸出品における西村總左衛門の出品：〈綴錦織鳳凰之図壁代〉、〈刺繡藤花
之図四曲屛風〉

〇美術の參考品（作）／西村總左衛門が出品した参考品：探幽筆（3幅対）〈中　瀧桜〉〈左　澤
鴨〉〈右　蘆鷭〉

〇第十回新古美術品展覽會褒賞授與式（補）／受賞者について、美術工芸品部において1等賞を飯田新七〈刺繍　光琳樣草花四曲屏風〉、2等
賞を西村治兵衛〈織物　元祿模様朱珍織帯地〉が獲得した。施設展覧会の「四季之間飾」出品への謝状が飯田新七〈鳶色純子袴〉、西村治兵
衛〈友禅縮緬襦袢　外一件〉に対し授与された。施設展覧会「茶室」出品への謝状を、飯田新七〈佳人土偶装束一式〉が獲得した。美術品部
の4等賞を、木嶋櫻谷〈古來征戰幾人回〉が獲得した。
〇審査會／4月28日午後1時、美術部審査会が開かれ、今尾（景年）が竹内（栖鳳）他とともに出席した。
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▽「明治三十九年京都帝室博物館 新年陳列」における西村總左衛門の出品：干支（午）に因む絵
画の部において、岸竹堂筆〈雙馬図〉絹本著色、八曲一双（京都帝室博物館『明治三十九年京都帝
室博物館 新年陳列目録』M39,1,26）
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3 2 15 2月20日、斎藤宇兵衛没する（70歳）。

（『京都美術』に改題）

〇役員會／明治38年11月1日午後5時、京都俱楽部において、役員会が開催された。西村總左衛門は西村治兵衛、今尾（景年）他とともに出席した。第11回新古美術品展覧会の開催が決定され
た。同展覧会に係る陳列設計および予算編製に関する調査委員の設置が定められた。調査委員には、斎藤宇兵衛、飯田新七、今尾景年他が任命された。
〇調査委員會／11月6日午後5時、京都俱楽部において、調査委員会が開かれ、斎藤（宇兵衛）が飯田（新七）、今尾（景年）他とともに出席した。
〇役員會／12月3日午後5時より、京都俱楽部において、役員会が開催された。西村總左衛門は、西村治兵衛、飯田（新七）、川島（甚兵衛）とともに出席した。
〇委員嘱託／12月27日、第11回新古美術品展覧会の出品奨励委員が嘱託された。新製品出品奨励委員主任の金子錦二のもと、西村總左衛門は第7部（織物、刺繍、染物）の刺繍主任を嘱託され
た。斎藤宇兵衛は、第7部の審査員の嘱託を受けた。（補）
〇陳列塲見分／12月8日午前9時より、各部主任の本館展示室視察のため、西村總左衛門は、主任の金子（錦二）、飯田（新七）他とともに出席した。
〇委員會／12月12日午後5時より、京都俱楽部において、委員会（第七部、織物、刺繍、染物）が開催された。西村總左衛門および斎藤宇兵衛は、西村治兵衛、飯田（新七）他とともに出席
し、陳列の配置を決定した。

〇役員會／12月17日午後6時、京都俱楽部において、役員会が開催された。飯田（新七）、川島（甚兵衛）他、約30名が出席した。美術館新
築請求に係る市参事会への具申書について協議された。
〇委員嘱託（補）／その他の第11回新古美術品展覧会の出品奨励委員について、西村治兵衛は第7部（織物、刺繍、染物）の友禅主任、飯田
新七は同部の織物主任、広岡伊兵衛は同部の染物主任のそれぞれ嘱託を受けた。今尾景年は、第1部（絵画）の主任に嘱託された。（第2部
（図案、装飾画）には、主任の神阪雪佳のもと、谷口香嶠、竹内栖鳳が嘱託を受けた。）
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〇挿画解説　色釉水指　乾山作　西村総左衛門君所藏／本号の巻頭挿絵ページに西村總左衛門所蔵の水指が掲載された。（作）
○審査及鑑査員嘱託／3月27日、第11回新古美術品展覧会の審査および鑑査員が嘱託された。法学博士の木下廣次審査長のもと、西村總左衛門は第7部刺繍部審査員の嘱託を、主任の丹羽圭介、
また田中利七、飯田新七、神阪雪佳とともに受けた。（補）
〇主任會／3月28日午後1時より、（岡崎町美術館）本館構内の優待席において、（第11回新古美術品展覧会に係る）新製品部主任会が開催された。西村總左衛門は、西村治兵衛、飯田（新七）
他とともに出席し、陳列方法等について協議した。
〇比較審査／4月27日午前10時より、（第11回新古美術品展覧会に係る）第2部から第8部の比較審査会が開催され、西村總左衛門は、西村治兵衛、飯田（新七）他とともに出席した。
〇褒賞授與式／5月10日午前11時、第11回新古美術品展覧会の褒賞授与式が挙行された。西村總左衛門は審査員を務めたことによる、出品作への審査辞退に伴い、西村治兵衛、川島甚兵衛、今
尾景年、神坂雪佳他とともに謝状が贈られた。謝状の本文：「本會開設の新古美術品展覧会に精巧なる[何々]を出品せられ之れが爲め本會の陳列に一層の光彩を添えたる段満足の至なり以て茲
に謝狀ヲを贈呈し其特志を表す　明治三十九年五月十日　京都美術協會頭　從三位勳二等　大森鐘一」（補）

〇挿画解説　色釉水指　乾山作　西村総左衛門君所藏（作）／解説：「桔梗の如き唐草文にして色
釉の妙文樣の秀以て乾山の乾山たるを知る陶磁固より習ふべし織染亦應用すべし」

○審査及鑑査員嘱託（補）／今尾景年は絵画部の主任の嘱託を受けた。第7部織物部には、主任の金子錦二のもと、飯田新七他が嘱託された。
染物部は、主任の丹羽圭介のもと、西村治兵衛、下村正太郎他が嘱託された。第2部装飾画および図案部の審査員は、主任の丹羽圭介のもと、
谷口香嶠、神坂雪佳、武田伍一、竹内栖鳳が嘱託された。
〇審査總會／4月5日、（岡崎町美術館）本館構内の優待席において、審査総会が開催され、西村治兵衛、今尾（景年）他が出席した。
〇鑑査／4月14日午前10時より、第3部から第8部のうち、陶磁器および七宝以外の最終鑑査が実施され、飯田新七他が出席した。
〇審査／4月21日午前11時、第7部のうち、染物の審査が実施され、丹羽主任のもと、西村（治兵衛）他が出席した。
〇審査／4月23日午後1時より、第7部の織物および刺繍の審査が実施され、飯田（新七）他が出席した。
〇褒賞授與式（補）／出品人総代として飯田新七が答辞を述べた。また「出品優等」の評価を受けた、西村治兵衛、飯田新七他が、賞金30円
を獲得した。展覧会場内の五節句飾の陳列において、数種の出品があったとして、飯田新七が謝状を授与された。
〇第十一回新古美術品展覽會授賞表／受賞者について、美術工芸部において1等賞を飯田新七〈織物　烏帽子織　女帶地〉および〈刺繍激流図　
四曲屏風〉、西村治兵衛〈染物　金糸縮緬友禅染　相思草〉が受賞した。4等賞を上野清江〈装飾書画図案　染織五節句の意　図案〉が獲得し
た。美術部において、2等賞（1等賞該当なしカ）を木島櫻谷〈絵画　奔馬〉が受賞した。
〇新作品三種／第11回新古美術品展覧会に出品された飯田新七〈刺繍激流図四曲屏〉について、挿絵および解説が掲載された。
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▽「明治四十年京都帝室博物館 新年陳列」における西村總左衛門の出品：「御題（新年松）に因
ミアル絵画之部」において、所伝岸竹堂筆〈唐松古松図〉絹本著色、八曲一双（京都帝室博物館
『明治四十年京都帝室博物館 新年陳列目録』M40,1,27）
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〇美術會の褒賞／5月10日、岡崎町（美術館）において開催された新古美術品展覧会の褒賞授与式が実施された。フランスのサロンに倣い出品中の再鑑査を経て選ばれた優待品の陳列が設置さ
れた。西村總左衛門の出品1件は、優待品として陳列されたため、審査対象外となり謝状が贈られたが、名誉とすべき出品作として、飯田新七、川島甚兵衛他とともに紹介された。（製）
（補）

〇美術會の褒賞（製）／優待品となった西村總左衛門の出品：〈刺繍　荒磯図四曲屛風〉、〈染物　峡中雨図天鵞絨友禅染壁掛〉
〇美術會の褒賞（補）／優待品となった川島甚兵衛の出品：〈織物　綴錦藤燕図掛額〉。同じく飯田新七の出品：〈染物　雪月花世界三景天
鵞絨友禅染壁掛〉、〈刺繍　松上鷹図掛額〉、〈刺繍　小原女図掛額〉

6

7

9 8 15

9

10

10 11 15
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1
▽「明治四十一年京都帝室博物館 新年陳列」における西村總左衛門の出品：干支（申）に因む絵
画の部において、款仙嶺〈猿図〉紙本著色、1幅（京都帝室博物館『明治四十一年京都帝室博物館 
新年陳列目録』M41,1,30）

2

11 3 1

4

5

▽「京都帝室博物館 圓山派繪畫特別陳列」における西村總左衛門の出品；円山応挙の部において
〈布袋左右南天芭蕉圖〉紙本墨書、3幅、〈秋草圖〉絹本着色、1幅。（京都帝室博物館『明治四十
一年京都帝室博物館圓山派繪畫特別陳列目錄　全』M41,5,31）

12 6 5

7

8

13 9 15

10

14 11 25

12

1

▽「明治四十二年京都帝室博物館 新年陳列」における西村總左衛門の出品：「御題（雪中松）に
因ミアル絵画之部」において、岸竹堂筆〈雪中松図〉紙本墨画、1幅（京都帝室博物館『明治四十
二年京都帝室博物館 新年陳列目録』M42,1,30）

2

3

15 4 1

5
▽「京都帝室博物館 大和繪特別陳列」における西村總左衛門の出品：所伝土佐光則筆〈源氏物語
圖〉紙本着色、1帖。（京都帝室博物館『明治四十二年京都帝室博物館大和繪特別陳列目錄　全』
M42,5,10）

6

16 7 5

〇新古美術品展覽會／4月1日より、岡崎公園美術館において、新古美術品展覧会が開催された。西村總左衛門の〈刺繡四曲屛風〉1件は、飯田新七の〈四季天鵞絨友仙〉他、川島甚兵衛の〈綴
織帯地〉、今尾景年の〈山水図〉他とともに、新製品のなかで優待品に選定され、優待室に陳列された。
〇謝狀と賞金／新古美術品展覧会において、優待品に選定された出品者、（優待者）および審査辞退者に対して謝状が贈呈された。西村總左衛門は刺繍屏風において、飯田新七、川島甚兵衛他
とともに、優待者賞状を授与された。（補）
〇京都圖書館の畫稿陳列／4月1日から4日まで、京都図書館の開館記念として諸名家の画稿などが同館3階の楼上に陳列の上、一般公開された。陳列品解説のひとつとして、西村總左衛門所蔵の
絵画1件について言及された。（作）
〇文科大學の美術展覽會／5月8日および9日午前9時から午後4時、京都文科大学図書館および尊攘堂において、日本美術硏究上特に重要な古今の美術品を集めた展覧会が開催された。西村總左
衛門は絵画1件を出品した。（作）

〇京都圖書館の畫稿陳列（作）／西村總左衛門の出品：〈円山応挙筆〈写生図巻〉甲巻および乙
巻〉解説：「應擧筆寫生畫卷二卷（西村総左衛門氏藏）これは應擧寫生中の白眉といふべきか、其
筍、松、猴、螢、松茸、金柑、蜜柑など寫生しあつて、同一松にしも雄松、雌松、落葉松、五葉松
など分寫し、また寫生當時が臘月なりしか、何月なりしか、其日まで細書し、蜜柑其他は一々彩色
の方法まで註す、試ろみに其一を擧れば、曰く［蜜柑十一月中寫之、着色下朱具上丹黃合仕立之
法、葉老綠、抱者杢黑綠也］と、いづれも此の如く、而して描寫色彩眞物と毫も異なるなし」

〇文科大學の美術展覽會（作）／日本画の部・徳川時代における、西村總左衛門の出品；円山応挙
筆〈保津川図〉八曲屏風一双　評価：「西村氏藏［保津川圖屏風］は圓山應擧の筆にて筆墨の鍊
熟、所謂毫髪遺憾なきもの」

〇謝狀と賞金（補）／西村治兵衛は、審査辞退者として賞状を授与された。

8 8月27日、直繁が没する（20歳）。

9

17 10 30

11
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18 1 1
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3

19 4 10

〇新古美術品展覽會委員／4月1日より50日間、岡崎町美術館において開催予定の新古美術品展覧会の（出品）奨励委員が定められた。今尾景
年は第1部絵画部の奨励委員、神坂雪佳は第2部図案装飾画の主任を嘱託された。第7部染織、刺繍において、織物主任を飯田新七が、刺繍主
任を田中利七、染物主任を廣岡伊兵衛が嘱託された。西村治兵衛も第7部の奨励委員の嘱託を受けた。

5

6

7

8

9

20 10 1

〇新古美術品展覽會授賞式／5月10日午前10時半より、第15回新古美術品展覧会の褒賞授与式が挙行された。西村總左衛門は刺繍において、飯田新七、故川島甚兵衛他とともに、優待品賞状を
授与された。（作）
〇美術協會總會並創立紀念式／6月26日、南禅寺金地院において、第15回総会および本会創立20年式が挙行された。午前10時より過去10年の死亡会員の追悼法要が遺族とともに営まれた。西村
總左衛門は幹事として、内貴甚三郎および雨森菊太郎とともに出席した。
本会において20年以上継続している役員および嘱託役員、ならびに寄付者に対して、大森会頭が謝状を贈与した。西村總左衛門は20年以上継続している役員として、また寄付者として、西村治
兵衛、飯田新七他とともに謝状が授与された。
〇美術協會役員嘱托／本会第15回総会において、役員改選にともない幹事の選挙が実施され、西村總左衛門は内貴甚三郎および雨森菊太郎ととともに幹事に選出された。（補）

〇新古美術品展覽會授賞式（作）／木島櫻谷は〈万壑烟霧〉にて3等賞を受賞した。

〇川島甚兵衛氏逝く／5月5日、2代川島甚兵衞が没する（58歳）。
〇新古美術品展覽會／4月1日から5月20日まで、岡崎公園美術館において新古美術品展覧会が開催された。審査総長の九鬼（隆一）男爵およ
び絵画部・図案装飾画部の部長の文学博士松本亦太郎のもと、絵画部に今尾景年他、図案および装飾画部に神坂雪佳、武田五一、古谷紅麟、
染織刺繍部の織物に飯田新七、神坂雪佳他、同染物に西村治兵衛、鶴卷鶴一、神阪雪佳他が審査員に定められた。
〇美術協會役員嘱托（補）／本会第15回総会において、西村治兵衛、飯田新七、今尾景年は評議員に選定された。

11

12

1
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3

4

5 5月19日　12代西村總左衛門が、大橋孝七の次男・大橋弥太郎と養子縁組を結ん
だ。弥太郎は以後「總太郎」を名乗った。

21 6 15 〇西村治兵衛氏逝く／明治43年12月14日、14代西村治兵衛が没する（48歳）。

7

8

9

10

22 11 20 〇挿画解説　景文筆風雨漁艇之圖　西村總左衛門君藏／本号の巻頭挿絵ページに西村總左衛門所蔵の（松村）景文筆の絵画が、写真にて掲載された。（作）
〇挿画解説　景文筆風雨漁艇之図　西村總左衛門君藏（作）／西村總左衛門所蔵の作品：（松村）
景文筆〈風雨漁艇の図〉、評価：「江上風雨急に、樹々枝々掀舞し、漁夫篙をさして急に舟をや
る、韵趣自ら饒し」
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1

23 2 15

3

4

5

6

24 7 15
〇本會の新古美術展覽會／4月1日から50日間、岡崎町勧業館において、新古美術品展覧会が開催された。展覧会における主要な作品の紹介において、西村總左衛門は下記の通り言及された。
「刺繍で孔雀の大作は、東に西村總左衛門氏の出品で、西に高島屋のには、白鷺、孔雀、かさゝぎ、鵞、火食鳥、鷄の六種の額があり、圖案の便化新らしく就中孔集が面白く出來てゐた。」

8

9

10

25 11 30
〇本會記事／第17回新古美術品展覧会の褒賞授与式が挙行された。総裁伏見宮貞愛親王殿下より優待謝状が、西村總左衛門、飯田新七、川島織物所を含む11名に授与された。明治45年6月18
日、総会において、本会の幹事以下評議員の任期満了に伴う選挙が行われ、西村總左衛門は、内貴甚三郎および雨森菊太郎とともに幹事に再選した。（補）

〇本會記事（補）／本会総会において、西村治兵衛、飯田新七、今尾景年は評議員に定められた。

26 12 31

1
（日付不明）宮内省調度寮から、御大典御用小錦幡10枚の調整の拝命した。

2

3

27 4 5

〇商品陳列所出品協會／12月10日、京都商品陳列所の出品協会組織について、出品奨励委員会が開かれた。西村治兵衛、田中利七他を含む9
名が幹事に選出された。商品陳列の所長には丹羽圭介が推薦された。
〇京都圖案會役員／1月3日に総会、および14日に委員会が開催され、役員が定められた。評議員には岡田紫郊、高田鶴州、上野淸江、下村玉
廣、岩崎嘯雲、片岡北泉、大八木春曉、澤渡乾齋、会計には上野清江が、それぞれ選出された。
〇役員會／12月19日、開催予定の第18回新古美術品展覧会につき、出品奨励委員が選定された。第1部絵画に今尾景年、木島櫻谷他が、第2部
（図案）に神阪雪佳他、第7部（染織刺繍）に西村治兵衛、飯田新七、田中利七他が選出された。また審査委員については、審査総長、九鬼隆
一のもと、第1部絵画部に今尾景年および木島櫻谷他、第2部図案部に神阪雪佳、谷口香嶠、武田五一がそれぞれ嘱託を受けた。第7部染織刺
繍部においては、部長の細木松之介のもと、織物審査員として飯田新七、染物審査員として金子篤壽、富岡栄七他がそれぞれ嘱託を受けた。

5

6

7

28 8 1
〇第十八回新古美術品展覽會／5月10日午前10時半、第18回新古美術品展覧会褒賞授与式が挙行された。優待謝状が、西村總左衛門（刺繍）、飯田新七（織物）を含む6名に授与された。（補）
〇宮内省御買上品／5月11日、長崎調度頭が（第18回新古美術品展覧会に）観覧し、計17件を買い上げた。西村總左衛門は刺繍1件が買い上げられた。（製）（補）

〇宮内省御買上品（製）／買い上げられた西村總左衛門の出品：〈犬刺繡額〉[95円]
〇第十八回新古美術品展覽會（補）／西村治兵衛は、審査辞退者に対する謝状を贈呈された。
〇宮内省御買上品（補）／その他買い上げられた出品、西村治兵衛は〈草花模様友仙〉[35円80銭]、飯田新七〈刀剣硏刺繍額〉[245円]。

29 9 25

〇美術工藝界日誌／大正2年7月7日に、飯田呉服店において関係美術家工芸家の追悼遺作展覧会が開催された。主な制作者は下記の通り：岸
竹堂、和田矩行、小澤文隆、安達眞速、友禅の村上嘉平、早川久兵衛、刺繍の加藤達之助、天鵞絨の駒井定七、悉皆の伊藤淸兵衛、下繪彩色
の小野村千太郎、悉皆の和田武助、刺繍の碓井増次郎、刺繍の加藤鐡次郎他。

10

11 11月19日　總太郎（弥太郎）が飯田タカと結婚した。

30 12 25
〇光悦會／本阿彌光悦の事蹟顕彰を目的に、光悦会が10月に組織された。西村總左衛門は、光悦寺住職前田日延、飯田新七、大村彦太郎、神阪雪佳、内貴甚三郎、熊谷直之、雨森菊太郎、三井
八郎次郎とともに、発起人として名を連ねた。

〇美術工藝界日誌／大正2年9月21日に、飯田呉服店が双美会の新製品陳列会を開催した。9月15日、飯田呉服店の第2回百選会が開催された。
11月7日、飯田呉服店の婚姻調度陳列会が開催された。21日、京都刺繍同業組合の第19回刺繍競技会が開催された。
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31 5 15 〇美術工藝界日誌／大正3年3月15日に、飯田呉服店の百選会が開催された。

6

7

32 8 25
〇本會總會／7月3日午前10時、南禅寺方丈において、本会総会が開催された。役員改選が実施され、西村總左衛門は、内貴甚三郎および雨森菊太郎とともに幹事に再選した。（補）
〇挿画解説　天鵞絨友仙染壁掛桐に鳳　西村總左衛門氏製／本号の巻頭挿絵ページに西村總左衛門製品が、飯田新七製品とともに写真にて掲載された。（製）

〇挿画解説　天鵞絨友仙染壁掛桐に鳳　西村總左衛門氏製（製）／掲載された西村總左衛門製品〈天鵞絨友仙染壁掛桐に鳳〉および飯田新七製品
〈刺繍四曲大屏風海図〉解説：「右二點は大正博覽會美術舘に出品したる我染織品の精髄にして好評嘖々前者は飯田氏が審査員ゆへ名譽大賞牌を受
け後者は美術館出品染織中唯一の金賞牌受領作品なり」

〇本會記事（補）／本会総会において、西村治兵衛、飯田新七、今尾景年は評議員に定められた。

9

33 10 20 〇美術工藝界日誌／大正3年8月18日に、飯田呉服店の十八会会員の作品展観が行われた。

11

34 12 25 〇美術工藝界日誌／大正3年10月1日に、飯田呉服店の百選会が開催された。

1 （日付不明）宮内省から、御大礼用紅白大紋緞子幕８張の調整を拝命した。

2

3

35 4 5
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6

7

36 8 15
〇光琳二百年忌／6月2日、小川妙顯寺において、三越呉服店の主催による光琳二百年法要が営まれた。6月2日から4日には京都府立図書館において、光琳および同派遺墨展覧会が開催され、西
村總左衛門は1件出品した。（作）

〇光琳二百年忌（作）／光琳および同派遺墨展覧会における西村總左衛門の出品：尾形乾山作〈水
指 丸形〉

〇美術工藝界日誌／大正4年6月2日に、光琳二百年法要が営まれた。光琳派作品展覧会も実施された。
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10

11

37 12 1 〇美術工藝界日誌／大正4年9月19日に、飯田呉服店の百選会が開催された。9月28日に、土橋嘉兵衛が光悦寺の寄付茶室開きを行った。

38 12 25
〇美術工藝界日誌／大正4年11月3日に、大橋孝七の半襟図案の展観が美術俱楽部で開催された。11月23日に、光悦会の光悦法要が鷹峰光悦寺
にて営まれた。
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40 12 1
〇美術工藝界日誌／大正5年5月4日に、今尾景年の新宅披露宴が開かれた。7月2日に、上野清江が社中図案展覧会を開催した。8月5日に、西
村治兵衛が新製品の展観会を開いた。

1
（日付不明）宮内省から、御料用紫地底金紋天鵞絨および臣下用紫地底金紋天鵞絨
の調整を拝命した。

41 2 1

〇美術工藝界日誌／大正5年9月7日に、西村治兵衛は募集図案の展観を行った。9月19日に、飯田呉服店の百選会が開催された。大正5年11月5
日に、飯田呉服店の婚姻調度陳列会が開催された。11月10日、大橋孝七の半襟図案の展観が美術俱楽部で開催された。11月22日に光悦寺で茶
席が設けられた。

3

4

5

42 6 20 〇美術工藝界日誌／大正6年3月15日に、飯田呉服店の百選会が開催された。
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43 9 15
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44 2 20
〇御覽の名品／11月12日に京都帝室博物館、15日に京都市公会堂において、皇后陛下の行啓があった。西村總左衛門は京都市公会堂において4件の出品をした。また京都市公会堂の御座所の装
飾として1件出品した。（作）

〇御覽の名品（作）／京都市公会堂における、西村總左衛門の出品；宮崎友禅筆〈鴛鴦軸〉約230
年前、〈市松花丸刺繍袱紗〉明治初年、〈天鵞絨袱紗應擧下画〉時代不明、〈裂帖　観象私譜〉時
代不明。御座所の装飾のための出品：土佐光起筆〈源氏絵画帖〉

〇美術工藝界日誌／大正6年8月2日に、西村治兵衛商店の染織物陳列が行われた。大正6年9月20日に、飯田呉服店の百選会が開催された。大
正6年11月23日に光悦会、25日に同茶会が開催された。
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45 6 20 〇美術工藝界日誌／大正7年3月13日に、飯田呉服店の百選会が開催された。
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46 10 25
〇友禪史會陳列／5月12日、友禅史会が京都博覧会および（宮崎友禅斎に係る）友禅忌を実施した。（友禅忌では）（南禅寺の）金地院において法要が営まれ、南陽院において友禅斎の遺作お
よび友禅染作品が陳列された。西村總左衛門は、友禅忌陳列において6件、京都博覧会陳列において2件をそれぞれ出品した。（作）（補）

〇友禪史會陳列（作）／西村總左衛門の、友禪忌陳列における出品；（宮崎）友禅筆〈雪中狩人
図〉1幅、〈花陰小女図〉岸竹堂下絵　村上嘉兵衛作　1幅、〈梶ノ䈎〉3冊、〈檜扇模様　塩瀬打
掛〉1掛、〈縮緬友禅孔雀ノ図〉1幅、〈友禅張物図〉一隻。京都博覧会における陳列；（宮崎）友
禅筆〈鴛鴦図〉、（宮崎）友禅筆〈源氏薫君図〉

〇友禪史會陳列（補）／その他の出品について、西村治兵衛は〈塩瀨地美人図〉4幅対、〈三美人図〉1幅の2件を出品した。飯田新七は〈旭
陽桐花鳳凰図軸〉岸竹堂原画、村上嘉平友禅、1幅、〈櫻に雉図軸〉[幸野梅嶺原画、村上嘉平友禅]1幅、〈牡丹図軸〉[谷口香嶠原画、村上嘉
平友禅]の3件を出品した。　
〇美術工藝界日誌／大正7年5月12日に、友禅史会による友禅忌（金地院）および友禅史会友禅遺作等展覧（南陽院）が開催された。大正7年8
月23日に千治商店において帯地の展観が行われた。大正7年9月15日に飯田呉服店の百選会が開催された。
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47 6 25 〇美術工藝界日誌／大正7年11月22日に、光悦祭茶会が開催された。大正8年3月12日に、飯田呉服店の百選会展観が行われた。
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48 12 30
〇光悦會／11月12・13日、鷹峰光悦寺において、光悦会の茶会が開催された。
〇美術工藝界日誌／大正8年11月6日、今井八方堂主催で今尾景年の半切50幅が展観された。

大正9年 1920 66

大正10年 1921 67

大正11年 1922 68

大正12年 1923 69

大正13年 1924 70

大正14年 1925 71

昭和元年 1926 72

昭和２年 1927 73
9月　12代西村總左衛門に紺綬褒章が授与された。
（日付不明）宮内省から、御大礼用小錦幡10枚の調整を拝命した。

昭和３年 1928 74

昭和４年 1929 75

昭和５年 1930 76

昭和６年 1931 77

昭和７年 1932 78

昭和８年 1933 79

昭和９年 1934 80

昭和１０年 1935 81
5月26日、12代西村總左衛門が没する（81歳）。
従六位に叙された。

大正8年 1919 65


